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『大総裁』との戦い、及び彼の作った魔術薬のせいで生えた獣耳を巡る珍妙な一件から、既に十数日が経過した。

　エリザベートの開発した解毒薬により、櫂かい人と達たちの獣耳は無事引っ込んだ。

『余はやっぱり天才だな！』の一言と共に、ヒナに獣耳をペロペロされ、尻尾しつぽをモフモフされ、可愛かわいいれす、萌もえ萌もえれす、カプカプハァハァされる───そもそも、そんな目に遭っていたのは、櫂人だけだが───日々も遂ついに終わりを迎えたのである。




　かくして、城には再び日常が舞い戻った。だが、この穏やかさも所しよ詮せん一時的なものに過ぎない。そう、異世界から転生した少年、瀬せ名な櫂人にはわかっていた。




　何せ、彼の召喚者であり、主あるじでもある『拷ごう問もん姫ひめ』、エリザベート・レ・ファニュは十四の悪魔を殺害後、自身も処刑される運命にあるのだ。しかし、その日が来るまで、櫂人達は愉快な日常を送れるはずだった。




　だが、騒動というのは起こる時は起こるものだ。

　しかも、身近な人物がその原因となったりするのだから始末に負えない。




「………………いや、何をやってるのかは一目でわかるけどさ」

　某日早朝、櫂かい人とはそう呆あきれた声をあげた。




　彼の前では、いたずらっ子のような表情で、エリザベートがふふんと鼻を鳴らしている。その隣では、ヒナが控えめに微笑ほほえんでいた。

　二人の格好は、普段のものと様変わりしている。

　と、いうか、丁度逆になっていた。

　エリザベートがメイド服を、ヒナがボンデージドレスを着ているのだ。

　エリザベートは清せい楚そに飾られ、ヒナは煽せん情じよう的てきに彩られている。

　二人共、似合っているといえば似合っていた。だが、幾つか問題もあった。

　一つ目、櫂人の勘では、なんだかこれはろくでもない騒ぎに繋つながりそうな気がすること。

　二つ目、二人の体形の違いから、こう言ってはあれだが、なんというか、各部が色々とギリギリになっていること。

　特に、ヒナの胸が。

「うむ、昨夜、余達たちは暇潰つぶしにカードゲームに興じたのだ。そこで、せっかくだからと勝負をしたわけよ」

「普通に金銭を賭かけては、自分の資金力の方が圧倒的に有利になるので嫌だと、エリザベート様が仰おつしやいまして」

「うむ、ヒナの給金を奪い返すことになるのは、なんかこう、すまなさがあるであろう！」

「そういうところ、エリザベートは結構律儀だよな。で、それがなんでこうなったんだ？」

　ヒナの胸元を見ないよう必死に気をつけながら、櫂人は尋ねた。

　その問いに、ヒナが片手を挙げて応えた。

「僭せん越えつながら、私から説明をさせて頂きますね………その夜のゲームは実に白熱いたしました。血で血を洗い、互いの一挙一動を決して見逃さない、まさにイカサマの最終決戦」

「まともに戦うという発想がなかった」

「戯たわけ。真剣勝負などしていられるか。そのような呑のん気きな姿勢で、ヴラドでも相手にしてみよ。尻の毛まで毟むしられることとなるぞ」

「お前の養父、一体何やってんの？」

「そして、最終的に、私の動体視力がエリザベート様の技術力に勝利いたしました。結果、エリザベート様は勿もつ体たいないことに、私にその立場と衣服を一日お譲りくださったのです」

「代わりに、余がメイドとなったわけだ！」

「えーっと、それって嬉うれしいもんなのか？」

「エリザベート様のお気持ちが、とっても」

「なるほど………で、エリザベートさんはどうして交換を選ばれたんですか？」

「何か物でもよかったのだが、ヒナが受け取らなかったのでな！　まぁ、たまには互いに気分を変えるのもよいではないか！」

　エリザベートは機嫌よく笑った。まぁ、そうだなと、櫂人は頷うなずく。

　服と立場を替えるくらい、平和なものだろう。だが、今までの経験より、彼は思い知っていた。よくわからない呑のん気きな出来事からも、大変な事態というのは起こるものなのだ。

（うーん、なんだか嫌な予感がするぞ………いや、でも、止やめろっていうのもおかしな話だしなぁ）

　更にググッと視線を真上に逸そらしながら、櫂かい人とは悩んだ。その時、彼の前でもじもじと誰かが動く気配がした。恥じらいを微かすかに声に乗せ、ヒナが何事かを囁ささやく。

「あのー………ところで、カイト様？」

「なんでしょうか、ヒナさん？」

「そんなに目を逸らされなくとも、もっとしっかりねっとりじっくり、好きなだけご覧になってくださって構いませんよ？」

　ブッと櫂人は勢いよく噴き出した。思わず、彼は顔を元の位置に戻す。

　ヒナはそっと自身の胸元を白い指で撫なでていた。

　真珠色の爪つめの先が、谷間を危うくふわりと押さえている。エリザベートのボンデージドレスを纏まとった結果、そこはなんだかもの凄すごく危ういことになっていた。

　白く柔らかく豊かでたわわな双丘は、先端を危うく革ベルトで隠され、もにっと潰つぶされた状態になっている。

　流石さすがの櫂人も、『ありがとうございます！』と思わず叫びたくなる光景だ。

　むむむむむっとエリザベートが眉まゆ根ねを寄せる中、ヒナはもじっと体を揺らして続けた。

「コレはカイト様のものですから」

「カ────────────────────────────────────ッ！」

「そこでおれをなぐる！」

　勢いよく殴られ、櫂人は吹っ飛ばされた。あらあらまぁまぁと───彼に仇あだなす者は許さないが、二人の日常のやり取りについてはコミュニケーションの範中と判断しているらしい───ヒナは口元を押さえた。

　その前で、エリザベートは綺き麗れいに拳こぶしをフルスイングしたまま叫んだ。

「ここにはお前とヒナしかおらんだろうが！　他に誰を殴れと言うのだぁ！」

「俺を殴っていいです！」

「潔いぞ！　そこはちょっとよいぞ！」

「あぁ、愛いとしきカイト様のあまりの優しさに、ヒナは感動で昇天しそうです。速やかかつ情熱的に抱いてくださいませ！」

「急な要望に、俺は戸惑いを隠せない」

「そもそもだ！　余の胸に貴様は無反応だと言うのに、ヒナの胸にはその視線の逸らしっぷりとは！　常日頃、余の胸をなんだと考えているのだ！」

「最初は必死に目を逸らしてただろ！　毎日着られりゃ、どうしたって慣れるわ！」

　エリザベートの理不尽極まりない言葉に、櫂人は思わず叫んだ。だが、腰に両手を当てたまま、彼女は怒りの姿勢を崩さない。額ひたいを指で押さえて、櫂人はエリザベートに尋ねた。

「そもそもな、エリザベート。俺がこういう反応をお前の胸にしたら、だ」

「気色悪いから殺すな」

「だろ！」

　拳こぶしを握り、櫂かい人とは力強く叫び返した。その前で、エリザベートはふんっと鼻を鳴らす。

　もう一度、理不尽だと怒鳴りかけ、櫂人はふと言葉を引っ込めた。彼は彼女の姿を、まじまじと眺める。櫂人が急に静かになったのを見て、エリザベートは小首を傾かしげた。

「ん？　どうした、カイト」

「…………いや」

　サラリと、ヘッドドレスに飾られた黒髪が揺れた。クラシカルなメイド服に包まれたエリザベートの姿は、普段とは違う魅力を発している。煽せん情じよう的てきなドレスを着てさえ上品に見える姿は、今や極上の清せい楚そさを発揮していた。

　エリザベートの決して大きくはないが形のいい胸、完かん璧ぺきな曲線美を誇る足まで、全てが慎ましく覆おおわれ、愛らしく彩られている。

　普段の彼女が華やかな薔ば薇らだとすれば、今の彼女は淑しとやかな白しら百ゆ合りのようだった。

「なんだ、カイト。言いたいことがあるのならば、はっきり言うがいい」

「いや………可愛かわいい、んじゃないか？　その格好？」

「んっ、ななっ？」

「うん、たまにはちゃんとした服もいいと思うぞ？　よく似合ってる」

　櫂人は迷いなくそう言い切った。後ろにザッと飛とび退のき、何な故ぜかエリザベートはフシャーッと猫のように怒った。それになんでだと疑問を覚えながらも、櫂人は更に続けた。

「お前、美人なんだし、どうせなら、ボンデージドレスを止やめて日頃から女の子らしく」

「ちぇすと─────────────────────────────────っ！」

「ひなさんっ！」

　背中から殴られ、櫂人は思いっきり床に突っ伏した。だが、顔面から倒れる直前、彼はそっとヒナの腕に柔らかく抱き留められた。怪け我がをしないよう、そのまま彼は優しく横たわらされる。仕草こそ丁寧だが、床は冷たく、扱い自体は理不尽だった。

　虚むなしく天井を見ながら、櫂人は尋ねた。

「あの………ヒナさん、なんで俺は殴られたんでしょうか？」

「エリザベート様が可愛らしく、愛らしい御お方かたなのは、カイト様の仰おつしやる通りだと思います。だからこそ、常日頃、好んで選んでいらっしゃる服を否定するようなことを口にしてはなりませんよ！　エリザベート様は強いようで、繊細で複雑なお人なのですから！」

「えっ………お主の余への評価はいつの間にそんなことに」

「なるほどそういう」

「あと、単にちょっと目つきが厭いやらしい感じだったので、アウトです」

「そこかー」

　櫂人はがくっと倒れた。その頭をヒナがナデナデし、エリザベートは壮大にぶすくれる。

　なんだか、既に大変なことになり始めている気がすると、櫂かい人とは思わず遠い目をした。




　こうして、櫂人の受難を含む、騒がしい時間が始まったのである。
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「と、いうわけで、メイドのエリザベートだ！　ご奉仕するぞ！」

「まーた、深く考えずにそういうこと言う」

　メイド服姿でエリザベートは大きく胸を張った。その前で、櫂人は思わず半目になった。

　衣装だけではなく、立場も交換したとの宣言通り、彼女はメイドの仕事もこなすつもりらしかった。それこそやる気満々、元気いっぱいだ。

　一方の櫂人はというと、おかげさまで嫌な予感に駆られっぱなしである。

　既にげっそりしている彼の前で、彼女は頬ほおを膨らませた。

「人を阿あ呆ほうのように言うでないわ！　ご奉仕するったらするのだ！」

「いや、だから、その言い方がさ。えぇいっ、説明しづらいなこの野郎」

　石造りの冷たい厨ちゆう房ぼうにて、櫂人はそう頭を抱えた。

　思わず、助けを求めるように、彼は辺りを見回した。そこで、櫂人はふと気がついた。

「そういえば、今、ヒナはどうしてるんだ？」

　この時間、ヒナは本来ならば食器整理に勤いそしんでいるはずだった。だが、現在厨房に彼女の姿はなかった。品よくレースに覆おおわれた胸の前で腕を組み、エリザベートは頷うなずいた。

「余がメイドの務めをしているように、ヒナならば『拷ごう問もん姫ひめ』の責務を果たしておるぞ」

「具体的には？」

「ゆるゆると、好きなだけ惰眠を貪むさぼるように言っておいた」

「お前って、普段は本気で何もしてないのな？」

「雑務の全てを押しつけるべく、貴様を召喚するほどであるからな」

「うーん、ヒナを起動できなかったら、俺が過労死していた気がしなくもない」

　うむっと、エリザベートは力いっぱい頷いた。

　そこは肯定しないで欲しいところだった。

　さて、そんなエリザベートが果たしてメイドの仕事をこなせるものかと、櫂人はますます不安に駆られた。だが、一体何の根拠があるのか、彼女は自信満々で腰に両手を当てた。

「なんだかんだで、余はあらゆる方面で天才的に器用故な！　大丈夫であろう！」

「まぁ、確かに、そんな気はするけどさ」

　自分で言うなとは思いつつ、櫂人も賛同した。基本的に、エリザベート・レ・ファニュという娘はハイスペックだ。それこそ戦闘も魔術薬の開発も、彼女は華麗にこなす。それらの難易度に比べれば、確かに掃除や料理など朝飯前でもおかしくはなかった。

　そう考え、櫂人は一ひと先まず緊張を解いた。彼の前で、エリザベートは元気に宣言した。

「と、言うわけで、この時間は食器整理であるな！　やるぞ！」

「あぁ、まずは高価な銀器に欠けや磨き忘れがないかを確認して………」

「ふむふむ」

　彼の説明を適当に聞き流し、エリザベートは颯さつ爽そうと棚に近づいた。そこに並ぶ銀器は、既にヒナの手でピカピカに磨き上げられている。その美しさに惹ひかれたのか、数を確認しようとしたのか、エリザベートは手を伸ばした。

　コッツンと、白い指先が食器に当たる。

　どのように絶妙な角度で突いたものか、カンッ、ポンッ、パンッと食器はぶつかり合い、くるくると回った。相乗効果で銀器は一気に雪崩なだれを起こし、落下する。

　ドンガラガッシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンッ！

「………………か、カイトォ」

「不器用か」

　櫂人は思わずそうツッコんだ。だが、現象だけ見れば、逆に器用と言えるかもしれない。

　涙目で、エリザベートはふるふると震えた。その頭上には、ぺちゃんっと倒れた猫耳まで見える気がする。常日頃のエリザベートは誇り高く、折れることのない精神力を誇る娘だ。だが、妙な部分で弱い。それを知っている櫂人は、率先して屈かがむと銀器を拾った。

「そう落ち込むなよ。また手入れして並べればいいだけだって」

「ひ、ヒナの仕事を台無しにしてしまったぞ………わ、わざとではないのだ………コンッてやったら、ガタタターンッといきおった」

「実際、その通りなのがなぁ」




　そう呆あきれながらも、櫂人は銀器を元に戻した。

　だが、これは始まりに過ぎなかったのである。




　その後も引き続き、エリザベートはなかなかのドジメイドっぷりを発揮した。

　最も早はや、何かの呪のろいをかけられているのではと疑いたくなる勢いで、彼女は水浸しのモップと共に床をツルーッと滑り、壺つぼをひっくり返し、鏡を叩たたき割り、動く鎧よろいを起動させた。

　それでも、普段のエリザベートならば『労働をする余は尊い！』の一言で済ませたことだろう。だが、今回は最初の失敗───恐らく、ヒナがピカピカにしてくれた銀器を全てひっくり返してしまったこと───が、尾を引いているらしい。




　かくして、エリザベートは見事にいじけた。




　現在、彼女は廊下の片隅に、両りよう膝ひざを抱えて座っている。もしも、まだ猫耳が生えていたとすれば、それはぺしゃああああああんっと潰つぶれているだろう勢いだ。

　すらりと長い足を、ぎゅっと胸に抱えた姿は愛らしいと言えなくもない。だが、その左隣では厳いかつい石鬼の像が、丁度台座の上で両りよう膝ひざを抱え、宙に吼ほえていた。

　何な故ぜ、並んだと呆あきれつつ、櫂かい人とはエリザベートに声をかけた。

「そう気にするなって、お前らしくもないぞ。『労働は労働で面倒だが、楽しいものよなぁ』って、俺の迷惑も顧みずに言い放ってこそのエリザベートだろ？」

「………迷惑とか言いおった、こ奴やつ」

「んー、い、いや、ほら、気分を変えて、料理でもしてみないか？　そろそろ、お茶の時間だぞ。菓子作りは楽しいんじゃないか？」

　丁度、ヒナが焼き菓子や冷菓を作り出す時間だった。エリザベートの料理は、それはそれで危険な気がする。だが、これ以上へこませておくのも気の毒だと、櫂人はそう促した。だが、エリザベートはますます強く膝を抱えた。その様を見て、櫂人は首を傾かしげた。

「どうしたんだ？　料理、苦手とか」

「いや、貴様にできぬことは、余にならば余裕を持ってできる気がするぞ」

「また根拠なく自信だけはあった」

「しかし、なんだか今はぐったりでしょんぼり故な、あまりやりたくない」

「へこみすぎるのもどうかと思うぞ？」

「きっと、凄すごい威力のポイズンクッキングが完成するに違いないのだ」

「確かに、そんな予感は盛大にする」

　櫂人は力強く頷うなずいた。励ますつもりが、彼はうっかりトドメを刺してしまう。エリザベートはますます体を丸めた。尻尾しつぽがあれば、その体にくるんと巻きつけているだろう有様だ。

　さてはて、どうしたものかと櫂人は悩んだ。そこで、エリザベートはひょこんっと顔をあげた。彼もその視線の先を追う。

「んっ？」

「あっ！」

　廊下の角の向こうから、見慣れた銀髪がこちらを窺うかがっていた。翠みどりの瞳と目が合う。体を隠しながら、恐る恐る櫂人達たちの方を、ヒナが覗のぞいていたのだ。

　ハッと気がつくと、彼女は慌てて顔を引っ込めた。しばらくして、必死な訴えが響いた。

「誰もいませんよ！」

「ヒナさん、無理があります」

　櫂人の指摘に、ヒナは応えなかった。だが、観念したのか、数秒後、こほんと咳せきをして、彼女は出てきた。微妙にもじもじしながら、ヒナはぺこりと礼をする。

「お流石さすがです、カイト様。バレてしまったからには、失礼します」

「何故、あれで誤ご魔ま化かせると思ったのか。っていうか、ヒナ、休んでたんじゃ？」

「あの、実は御二人のために何かをしていなければ落ち着かなくて………」

「うーん、ありがたいけど、損な性分だよな」

「そんなことはございませんとも！　愛いとしきカイト様のため、親しきエリザベート様のために働けることこそ、このヒナの一番の喜び！　ですが、せっかく、エリザベート様が立場を交換の上、休息を勧めてくださったというのに申し訳なく思います………それでもお許しいただけるのなら、ぜひ、お手伝いを」

「ヒナアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　その胸に、勢いよくエリザベートが飛び込んだ。ぽわわんとした柔らかく豊かな双丘に、彼女は母に甘える子のごとく顔を埋める。

　思わぬ反応に、ヒナは大きな翠みどり色の目をぱちぱちと瞬まばたかせた。何を察したのか、彼女はよしよしとエリザベートを抱き締める。

「あらあら、一体、どうなさったのですか、エリザベート様？」

「お主は偉い奴やつだ！」

「実に突然だった」

「勿もつ体たいないお言葉です」

　櫂かい人とは呆あきれ、ヒナは微笑ほほえんだ。エリザベートは感極まった様子で続ける。

「よくぞ、日頃から余と、この櫂人の阿あ呆ほうのため、かくも面倒な城の仕事をこなしてくれている！」

「当然のことです。優しき御二人のために働くことこそ、私の至上の喜びですから」

「お前は本当に偉い奴だーっ！」

「うんうん、俺もそう思うぞ」

「ちなみに、カイトは別にちっとも偉くないっ！」

「オマケのように否定された。おい、なんでだよ、エリザベート！」

　自分も普段からこき使われているのに、理不尽だと櫂人は訴える。

　エリザベートはぎゅっとヒナを強く抱き締めた。むちむちの胸の隙すき間まに、ほっぺをむぎゅっと挟んだまま、彼女は横目で彼を睨にらんだ。

「迷惑と言うわ、ポイズンクッキングを否定してくれぬわ」

「ごめんって」

　そうだったと、櫂人は素直に謝った。ふんっと鼻を鳴らし、エリザベートは目の前の胸に更に顔を埋めた。その黒髪をサラサラと撫なでてやりながら、ヒナは優しく唇を尖とがらせた。

「カイト様？　だから、エリザベート様は繊細な方だと申し上げたではありませんか」

「悪かったって」

「めっ、ですよ」

　そう、ヒナは怒ってはいない口調で言った。彼女に抱き着いたまま、エリザベートはそうだそうだと訴える。うーんと顎あごを撫でながら、櫂人はしみじみと考えた。

（………なんていうか、『よさ』のある図だよなぁ）

『拷ごう問もん姫ひめ』の服装をしたヒナは、白い肌を惜しげもなく晒さらしている。球体関節部分には粉を叩はたいてあるため、その体はどこもかしこも柔らかく、甘そうに見えた。そんなふわふわのメレンゲめいた彼女に、黒く清せい楚そに飾られた娘が抱き着いているのだ。

　現在のヒナには色気と柔らかな母性が同居しており、エリザベートには黒百合めいた儚はかなさと姉を慕う妹めいた初々しさが備わっていた。

　そんな二人が抱き合う図は、なんというかよきものである。うんうんと、櫂かい人とは頷うなずいた。

　貴様何な故ぜ満足げなのだと、エリザベートが怒りかけた時だった。




　聞き覚えのない声が、場に響いた。

『この城の主あるじはお前か？』




　地を這はうように低い響きが空気を震わせた。その口調は奇妙に平淡で機械的だ。

　一体誰かと、櫂人達たちは顔をあげた。いつの間にか、その前には、埃ほこりだらけの黒布を頭からすっぽりと被かぶった男が立っていた。『肉屋』に似た装いだが、彼とは違い、その全身は手足の先までズタズタの布で隠されている。

　また、男の纏まとう雰囲気は異様なまでに禍まが々まがしかった。

　招かれざる客としか思えない。

　エリザベートを離し、ヒナは二人を守るように前に出ようとした。それを手で制し、エリザベートは闖ちん入にゆう者しやを睨にらんだ。

「………何なに奴やつか？」

『この城の主はお前か？』

　相手は同じ言葉を繰り返した。埒らちが明かないと、エリザベートは応えるべく唇を開いた。

　その直前、ヒナが割り込むように声をあげた。

「私です」

「ヒナッ！」

「私がこの城の主、『拷ごう問もん姫ひめ』です」

　そう、ヒナはボンデージドレスに包まれた胸に、堂々と掌てのひらを当てた。同時に、横目で彼女はちらりとエリザベートの方を見た。その瞳には───本日は立場を交換したはずですと───絶対に退かない意志が輝いていた。

　エリザベートは目を細めた。宣言を否定しないまま、彼女はヒナを庇かばうように前に出る。更にその前に立とうとして、櫂人はヒナに襟えり元を掴つかまれ、後ろに下がらされた。

　どう出るつもりかと、三人は黒布に包まれた男の動向を探った。

　ヒナの言葉を聞き、男は全身を細かく震わせた。その黒布の裾すそが、風もないのに不吉にはためき出す。不意に、彼は金属的な声をあげた。

　キャキャキャキャキャキャッ、キャキャキャキャキャキャキャキャキャキャキャッ！

　数秒後、櫂人達はそれが哄こう笑しようだと気がついた。不意に、男の体から黒い煙が溢あふれ始めた。闇やみの魔力が床の上に広がる。それは細かく無数に裂け、蛇に似た細いシルエットを描いた。

　影の表面に、黒い棘とげが生える。茨いばらの形をした、不吉な黒色が廊下を這った。

『この城の主よ、呪のろわれよ！』

　男は歌うように叫んだ。茨はますます育っていく。黒く、邪悪な影の広がる場に、彼は声を響かせた。




『この呪のろいが明朝までに解かれなければ、貴様は【百年の眠り】に就くこととなるだろう』




　そう叫んだ首が、前へ落ちた。

　熟しすぎた果実のように、彼の頭部は床の上に転がった。

　エリザベートが『フランケンタールのエクスキユーシヨナーズソード・オブ・斬首用剣フランケンタール』を手に、その首を一いつ閃せんしたのだ。

　突然の殺害に、櫂かい人とは息を呑のんだ。だが、エリザベートの刃には何な故ぜか血は一滴もついていなかった。ガシャンッと───人体が立てたとは思えない音と共に───男は倒れる。

　衝撃で捲めくれた黒布の内側を確認し、櫂人は愕がく然ぜんとした。

　男の正体は人形だった。彼の全身は白くのっぺりとした陶器じみた素材で造られている。

　エリザベートは屈かがむと、人形の腕を掴つかんだ。

「ふむ、人造人間ゴーレムの素体であるな。まだ、調整すら終わっておらぬ代物だ。発声器官はぎりぎりあるようだが、『動くだけマシ』という品よ」

「なぁ、エリザベート。さっき、コイツが叫んでいたことは」

「嘘うそではない。こ奴やつは『この城の主あるじ』を呪ったのだ」

　球体関節の目立つ手首を掴み、エリザベートはカクカクと左右に振った。涼しい顔で断定され、櫂人は絶句した。人形の各部を確認しながら、エリザベートは続けた。

「こ奴の内部は空になっておる。呪いを含んだ魔力を動力源として、こ奴は余の城まで移動し、その中身を解き放ちおったのだ。呪じゆ術じゆつ師は別にいるであろうが、呪い自体は本物よ。だが───」

　そこで、エリザベートは首を傾かしげた。人形から視線を逸そらし、彼女はヒナを見上げる。

　次に、エリザベートはメイド服に包まれた、自身の胸に掌てのひらを置いた。

「余こそ『拷ごう問もん姫ひめ』であり、この城の主。だが、今はヒナに立場を譲っており、ヒナ自身も人形にそう名乗った。呪いは実際に発現するまでは、どのようにかけられているか、わかりにくいものが多い………故に、我には判別がつかぬのだ」

「何が、だ？」

「『名乗り』か、『真実』か」

　エリザベートは、そう紅あかい目を細めた。

　頭を失った人形を前に、彼女は疑問の滲にじむ声をあげた。




「さて、余とヒナ………一体、どちらが呪われたのだ？」




　その答えは誰にもわからなかった。

　床の上には、人形の残ざん骸がいが沈黙と共に転がり続けた。
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　どちらが呪のろわれたにしろ、やるべきことは一つだけだ。

　即すなわち、明朝までに、かけられた呪いを解かなければならない。




　さもなければ、エリザベートかヒナ、どちらかが百年の眠りに就くこととなるだろう。




　現状は深刻なはずだ。だが、先程、エリザベートは明るく声を張り上げた。

『まぁ、そう悩むことでもない！』

　彼女は人形を片付けると───地下道の空き部屋に突っ込んだだけだが───高らかに宣言したのだ。

『理由もわからぬままいきなり呪われたうえに、どちらがかけられたかすら不明とは、理不尽も理不尽すぎて、無性に腹が立ってきたが、呪いの源自体は恐らくわかりやすいものだ！　魔術師達たちの間でも、呪じゆ術じゆつは長く取り扱われてきた分野故な！　解呪方法自体は直すぐに判明するであろう、多分、恐らく、きっと！』




「『稀き代だいの魔術師たる余の手にかかれば造作もないわ』………って、言葉のわりには、エリザベートのやつ、遅いな？」

「方法がなかなか見つからないのかもしれませんね………蔵書部屋自体に危険はないはずですが、深いうえに広いですから」

　玉座の間にて、櫂かい人ととヒナはそう言い合った。

　冷たい風がその頬ほおに吹きつけた。この一室は台座に豪華な玉座を設しつらえ、壁面に年代物のタペストリーを飾った、威厳に満ちた空間だ。だが、『騎士』の獣の襲撃以降、その一部は大きく崩壊していた。玉座の傍そばの壁には巨大な穴が開き、夕暮れが近い空が見えている。

　今、その左隣には、追加のように縦穴が開いていた。

　エリザベートが───宝物庫と同じく、どこからでも出入り可能らしく───無事な壁に突如入り口を開け、蔵書部屋へと降りて行ったのだ。

　魔術書は適当に出し入れをしては危険な上に、選別も難しいらしい。お前達に手伝わせるわけにはいかぬと、エリザベートは一人で向かった。先程のドジっ子っぷりを見るに不安はあったが、彼女は自身の専門分野では常に一流の腕を誇っている。




　恐らく大丈夫だろうと、櫂人とヒナは大人しく留守番をしていた。

　しかし、その体勢にはなかなか問題があった。




「………あの、ヒナさん。そろそろ降ろしてはもらえないでしょうか？」

　そう、櫂人は訴えた。現在、彼は玉座に腰かけたヒナの膝の上に座らせられていた。櫂人の言葉に、ヒナはぷくっと頬ほおを膨らませた。

「何を仰おつしやいます！　私にここに座るよう勧めてくださったのは、カイト様ではありませんか！　慈愛に満ち溢あふれたありがたいご提案でしたが、カイト様を床に残し、私だけが座ることなどできようはずもありません。それならば、これが最も妥当な解決法なのです！」

「んなこと言ったって」

「つまり、私が椅い子すに腰かけ、カイト様が私に座られれば、万事解決！」

「絶対おかしい」

「そんなことはありません！」

「そんなことあります！」

　櫂かい人とは思わず叫んだ。確かに、エリザベートを待つ間、彼女に座って待つよう勧めたのは、彼だった。だが、こんな結果になろうとは思いもしない。

『さぁさぁ、カイト様。私の上にどうぞお座りください。さぁさぁ、ハスハス』との言葉と共に、櫂人はヒナに後ろから抱き締められていた。

　それだけでも、大変に危うい状態だ。更に、今のヒナは『拷ごう問もん姫ひめ』の服装のままだった。

　これには理由がある。エリザベート曰いわく、『呪のろいが名乗った方にかけられている場合、その名前に定義された存在を崩しては、ややこしいこととなるかもしれぬ。呪いとは甚はなはだ繊細で、曖あい昧まいなもの故な。しばらくは、このままにしておくとしよう』とのことだった。そもそも、『拷問姫』の代役を務めている状況下でなければ、ヒナは玉座に座ることすら頑かたくなに固辞しただろう。

　かくして、ヒナは玉座に着き、よくわからない理屈で、櫂人はその上に座らされていた。

　白く、滑なめらかで、心地いい弾力のある太ふと腿ももは、上に腰かけるには大変にまずい代物だ。その上、櫂人の背中にはぬるま湯入りの風船にも似た、柔らかく蕩とろけるような感触が押し当てられているのである。




　しかも、ほぼ直じかに。




「ヒナさん、俺がヤバいです。本当にヤバいです。放してください」

「………………ぎゅうううううううううううううっ！」

「更に抱き締めるの禁止ぃ！」

「いえ、カイト様のカイト様がもっと大変なことになるといいなぁとか、そんなことは考えておりませんとも、キャッ！」

「確信犯！　いやぁあああああああああああ、助けてぇええええええええええええ！」

　あわわわわと、櫂人はその腕から抜け出そうともがいた。顔を合わせていないせいか、今のヒナはいつもよりも大胆だ。更にぎゅううっと、彼女は櫂人を抱き締め、耳元に顔を寄せてきた。サラサラの銀髪に頬を撫なでられ、フゥッと甘い息をかけられて、櫂人は息も絶え絶えになる。




　彼が真っ赤になり、真っ白になりかけた時だった。




「ふふふふ～ん、私のお肉はいいお肉～愛と勇気と美お味いしさの～食べれば勇気が百万倍～いつも隣にあなたの肉屋～ふふふふ～ん、おっ？」

「おっ？」

　玉座の前に、へんてこな歌と共に見慣れたフード姿が現れた。先程の闖ちん入にゆう者しやと似た格好だが、その長い黒布からは、にょきっと鱗うろこつきの手足が生えている。

　城に肉を売りにくる亜人の商人。馴な染じみの『肉屋』だった。

　バツ印つきの巨大な袋を担いだまま、彼は足を止めた。

　じっと、『肉屋』は櫂かい人ととヒナを眺める。当の櫂人は、ヒナに胸をぷにっと潰つぶれるほど背中に押し当てられ、耳みみ朶たぶを甘噛がみされかけている状態だった。

　数秒の沈黙後、事態を正確に把握したのか、『肉屋』は叫んだ。

「誰かぁああああああああああ！　愚鈍な従者殿が、麗うるわしきメイド殿に性的イタズラをおおおおおおおおおおおおおおお！」

「逆っ、完全に逆っ！　おおい、黙れ、『肉屋』！」

　エリザベートに聞かれでもしたら、洒落しやれにならない。慌てて、櫂人は『肉屋』に呼びかけた。意外と素直に、『肉屋』はピタリと黙る。

　再び二人の姿をまじまじと眺めた後、彼は首を横に傾かしげた。

「う、ん？　確かに、中身は麗しきメイド殿その人ですが、際どいドレス自体は『拷ごう問もん姫ひめ』、エリザベート様のものではないですか。一体、何事ですか？」

「違う、気づいて欲しかったのはそこじゃない！　でも、まぁいいか。聞いてくれ！」

　ヒナの腕から、櫂人はこれ幸いと抜け出した。彼は慌てて『肉屋』に駆け寄る。しょんぼりしているヒナを背に、櫂人は今日あった出来事を話し始めた。

　ふむふむと頷うなずきながら、『肉屋』は聞いていたが、ピョンッと跳び上がった。

「なんと、それは一大事ではありませんか！」

「だろう？　大変だろう？」

「もしも、エリザベート様が百年の眠りに就かれることとなれば、その間、お肉を召し上がりになることも叶かなわないのでしょう？　なんという不幸でしょう！」

「お前は本当にブレないよなぁ」

「………で、当のエリザベート様はどちらに？」

　尋ねられ、櫂人は瞬まばたきをした。一連の騒ぎの間も、彼女は蔵書室から戻っていなかった。

　流石さすがに、遅すぎる気がする。そう心配になり、櫂人は立ち上がった。

「ちょっと、エリザベートの様子を見に行くよ」

「カイト様、それでしたら、私が」

「いや、いいって。俺の体は不死だし、もしも呪のろいを解く過程で何かが起こっているのなら、ヒナは行かない方がいいかもしれない。ここで待っていてくれ」

　そう、櫂かい人とはひらりと片手を挙げた。心配そうな顔をしながらも、ヒナは頷うなずく。

　彼女と『肉屋』を残し、櫂人は壁に開いた縦穴に近寄った。




　そして、彼は乾いた紙とインクの匂いのする、薄うす闇やみの中へ潜もぐった。
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　暗闇に、無数の本が浮かんでいる。

　少なくとも、櫂人にはそう見えた。だが、実際にはそういうわけではなかった。

　本は浮かんでいるわけではなく、外も内も黒く塗られた棚の中に、並べられているだけだ。廊下の闇と棚板の色が溶け合っているせいで、革表紙の背は宙に浮いて見えるのだ。

　そのせいで、蔵書室にはなんとも不思議な光景が出現していた。

　中にいると、まるで本と闇だけで構成された空間を歩いているかのような気分になる。

（なんだか奇妙な感じだよな………ん？）

　しばらく進むうちに、櫂人はその装飾の意図を悟った。幾つかの背表紙が、紅あかや蒼あおに輝いている。中には毛皮張りの表紙に発光する胞子が纏まとわりついているものや、鱗うろこ張りの表紙に火花が走っているものまであった。

　どうやら、力のある魔術書は光を発するものらしい。

　廊下の暗闇と棚の色は、それを判別しやすくするためのものなのだろう。

　櫂人は───所々光る───本と本の狭間はざまを進んだ。天井まで、みっしりと蔵書が詰められている様は圧巻だ。最上位の腕を持つ魔術師は、機械人形に筆記をさせられるのだろうが、印刷技術が未発達なこの世界では、奇跡的な光景と言える。

「………あれ？」

　気がつけば、櫂人は螺ら旋せん階段を降りていた。

　蔵書室も、エリザベートの宝物庫と似たような構造となっているようだ。中にいる者は、高低の変化に気づけにくい。階段の側面にも緩やかな螺旋に沿わせる形で、やはり本棚が並べられていた。インクと紙の淀よどんだ匂いの中を、櫂人は底へ降りて行く。

　進む度、淀みは濃くなった。

（まるで、インクと紙の海に沈んでいくみたいだ）

　カツンッと硬い音を立てて、櫂人は床に降り立った。

　辺りは更に暗かった。だが、一箇所だけ、ぼんやりと光っている場所がある。

　火へ虫が引き寄せられるかのように、櫂人は灯あかりで照らされた範囲へ近寄った。

　光の中心には書き物机が置かれている。大理石の貼はられた表面には複数の本が積まれていた。そして、座り心地のよさそうな革張りの椅い子すの上に、エリザベートが腰かけている。

　怪け我がもなく、特に異常はないようだ。櫂人はホッと胸を撫なで下おろした。だが、声をかけようとして、彼は慌てて止めた。

　メイド服に包まれた肩が、何な故ぜか細かく震えていたのだ。

（あれ、どうかしたのか？）

　やはり、緊急事態が起こっていたのかと、櫂かい人とは更に足を進めた。

　エリザベートの前には、一冊の本が広げられている。それを読みながら、彼女は頭を抱えているようだ。背後から、櫂人はそれを覗のぞき込こんだ。

　古い紙の上には、禍まが々まがしく歪ゆがんだ文字が、蟲むしの群体のように並べられていた。

　櫂人の───エリザベート作の一流の人造人間ゴーレムの───体には、魂の混乱を防ぐべく、自身の持つ知識に順じて言語を自動翻訳する機能がついている。魔術書を読めるかどうかは怪しかったが、櫂人はなんとかその内容を把握した。前世の知識に該当語のない専門用語と呪じゆ文もん以外の詳細を、彼は解読する。

（『［百年の眠り］の呪のろいに関する記述』か、なんだ、無事見つかったんじゃないか？）

　呪う方法と共に、解呪の術も載っていると信じたいところだ。だが、エリザベートが身を乗り出しているせいで、隣のページに何が書いてあるのかまでは読めなかった。

（そこに、何が記されているんだ？）

　首を傾かしげ、櫂人は二歩、三歩と前に進んだ。

　やはり、エリザベートのメイド服に包まれた肩はふるふると震えている。そこに、彼はポンッと手を置いた。

「なぁ、どうかしたのか？」

「フギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　最も早はや、猫そのものかと言いたくなるような奇声と共に、エリザベートは高く跳び上がった。ぼすっと垂直に座面に落下し、彼女はキッと櫂人を振り向く。

『水責め椅子ダツキング・スツール』は勘弁と、櫂人は反射的に両手を挙げた。大人しく、彼は降参の意を示す。だが、数秒後、櫂人は思わず首を横に傾げた。

（………ん、んんん？）

　何故か、エリザベートの頬ほおは紅あかく染まっていた。

　白磁のように美しく、きめ細かい肌にうっすらと朱色が乗っているのだ。しかも、その片手は───櫂人に気づかれないようにか───じりじりと机の上の本を移動させていた。

　まるで、見られたくないものを隠そうとする子供のようだ。

　にゅっと首を前に伸ばし、櫂人は尋ねた。

「それ」

「なっ、なんだ？」

「もしかして、何か俺に見せたくないことでも書いてあるのか？」

「たっ、たっ、戯たわけがぁっ！　そんなことないわぁ！」

　なかなかに、櫂人は直球だった。

　なかなかに、エリザベートは戦闘以外の突発事項に弱かった。




　それぞれに、二人はむっとした顔をする。

　かくして、櫂かい人ととエリザベートは睨にらみ合あった。




　数秒後、二人は同時に動いた。櫂人はバッと身を屈かがめ、エリザベートはバッと本を抱える。ジリッジリッと二人は移動した。

　次の瞬間、櫂人とエリザベートは同時に駆け出した。

「こら待て、エリザベートッ！」

「だぁああっ、こういう時だけ、謎なぞの強引さを発揮するでないわ！　何でもないと言っておろうがぁっ！」

「嘘うそつけ！　お前、あからさまに怪しいぞ！」

「そんなことないわぁ！　余はいつもこんなものだわぁ！」

「そう言いながら、逃げるなぁ！」

　書き物机を中心に、櫂人とエリザベートは追っかけっこを始めた。ぐるぐると二人は円を描き出す。右へ、左へ、そのうちバターになるのではないかというような追跡劇を、彼らは続けた。だが、エリザベートの方が、櫂人よりも格段に足は速いのだ。

「っ、と！　………………むむっ！」

　彼の背中にぶつかりかけた時点で、彼女は状況の馬鹿馬鹿しさを悟ったらしい。

　円から脱出し、エリザベートはすたこらさっさと階段へ向かった。

「あっ、こら、エリザベート！」

「先に行くぞ、カイトォッ！　ふふんっ、蔵書室の入り口を閉じてしまえば、いかに頑固者でしつこい貴様とて、追っては来れまい！」

「いきなり生命の危機！　待てって、衰弱死するだろうが！」

「安心しろ、貴様の体は不死だ！」

「あっ、そうだった！　って、そういう問題じゃない！　いや本気で待てーっ！」

　閉め出されてたまるものかと、櫂人は必死に速度をあげる。むむむむむっと眉を顰ひそめ、エリザベートも更に急いだ。二人は螺ら旋せん階段を駆け上り、本棚に挟まれた廊下に出る。

　今にも滑りそうになりながら、彼らは魔術書の間を走った。

　そのまま、櫂人とエリザベートは勢いよく玉座の間へ飛び出した。

「それでですな、この『肉屋』は群がる悪漢共を千切っては投げ、千切っては投げ！」

「まぁまぁ、勇敢なのですね、あら？」

「トドメに、その脳天に小麦粉とロース肉とついでに黒くろ胡こ椒しようを！　んん？」

　ヒナと『肉屋』は雑談を止やめた。突然、戻って来たかと思えば、追いかけ合う櫂人とエリザベートを見て、二人は目を白黒させた。

「ど、どうなさったのですか、私の愛いとしいカイト様？　エリザベート様？」

「突然、猫と犬のように駆け回り始めるとは何事ですかな？」

「知らんわ！　こいつに聞くがよい！」

「よくわからないんだ！　こいつに聞いてくれるか！」

　その答えに、ヒナと『肉屋』は再度顔を見合わせた。二人が戸惑う間にも、エリザベートと櫂かい人とはぐるぐると追いかけっこを続ける。駆け回りながら、彼はあることを考えた。

（えぇい、埒らちが明かないな！）

　ここで櫂人は賭かけに出ることにした。エリザベートはまだまだ余力たっぷりだが、彼は限界スレスレなのだ。その体は不死とはいえ、ふくらはぎの筋肉は悲鳴をあげ続けている。痛みは無視できても、疲労と負担が一線を越えれば、追いかけっこは強制終了だ。

　エリザベートが急旋回をしようとした時、櫂人は全力で床を蹴けった。

「エリザベェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエトッ！」

「うにゃああああああああああああっ、『肉屋』、パ──────────────スッ！」

「シュ────────────────────────────────ッ、トッ！」

「何な故ぜ！」

　空中で一回転し、『肉屋』は逆さまの状態から華麗な蹴りを披露した。

　人造人間の機能で該当語に翻訳しているとはいえ、異世界にもシュートに近い語はあるのかと、櫂人は半目になりながら床に顔面から突っ込みかけた。その瞬間、彼は滑り込んだヒナに支えられた。ハッとする櫂人の顎あごに指を添え、彼女は甘く囁ささやく。

「ご無事ですか………カイト様？」

「………ヒナ」

　二人がよくわからないときめきの劇場を繰り広げている頃、

　眠りの呪のろいに関する魔術書はくるくると飛び─────、




　─────カァッ！

　スポッと、巨大な鴉からすの嘴くちばしに挟まった。




「えっ？」

「えっ？」

　櫂人とエリザベートは間抜けな声をあげた。予想外の闖ちん入にゆう者しやに、彼らは呆あつ気けに取られる。

　黒く円つぶらな瞳で、巨大な鴉は櫂人達たちを見つめた。かと思えば、くるっと向きを変えて、バッサバッサと飛び始めた。そのまま、鴉は優雅に羽ばたいて消えていく。

　数秒の沈黙後、残された櫂人とエリザベートは叫んだ。

「誰──────っ？」

「っていうか、なんだ──────っ？」

　慌てて、二人は鴉を追いかけ始めた。

　あらあらまぁまぁうーん騒がしいですなぁと、ヒナと『肉屋』がその後に続いた。
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　我がもの顔で城内を悠々と飛び、鴉からすは地下へと降りた。

　櫂かい人と達たちはその後を追いかけた。やがて、彼らは地下通路の最さい奥おうへ辿たどり着ついた。扉が開け放されたままになっている一室へ、鴉は飛び込んでいく。その目的地を把握し、櫂人とエリザベートは眉を顰ひそめた。

「あそこは、移動陣のある広間だな」

「………あぁ」

　二人は部屋へ駆け込んだ。その後に、ヒナと『肉屋』がとっとこと続く。

　室内の様子を一目見て、櫂人とエリザベートは慌てて足を止めた。

「ん？」

「なんと！」

　常設されている紅あかい移動陣には、異変が生じていた。

　床に広がる紅色───エリザベートの血液だ───を吸い上げるようにして黒い茨いばらが育っていた。ソレは腕を広げ、幾千の棘とげを光らせながら壁や床を侵している。茨は無造作に茂っているように見えて、中央に集結すると複雑に絡み合い、一つの円を生み出していた。

　空中に、巨大な茨の冠が完成している。

　移動陣の変へん貌ぼうを眺め、櫂人は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「何が起こってるんだ？」

「………ふむ、これは強力な呪のろいの念に干渉されておるな。考えてみれば、先程の出来損ないの人形は、ここを通って余の城を訪れたのかもしれぬ」

「そういえば、奴やつの侵入経路を確認していなかったな」

　うっかりしていたと、櫂人は眉を顰めた。エリザベートは頷うなずき、茨の冠を睨にらんだ。

　丁度、冠は横倒しにされ、中央が二人の方に向けられていた。本来、円の中にはただ向こう側の光景が広がっているだけのはずだ。だが、冠の中には流動する闇やみが渦巻いていた。

　無明の黒色からは───この城のものとは異なる───冷たく、乾いた空気が流れ込んでくる。どうやら冠の中心を通って、鴉は別の空間へ抜けたようだ。

「………さっきの本が何かは知らないけどな、どうするんだ？　エリザベート？」

「後を追うぞ。この茨は、どうやら呪いと同じ魔力で造られておるようだ」

　追いかけっこの時とは一転して、エリザベートは真剣な口調で囁ささやいた。手近な茨の棘に、彼女は指を這はわせる。ゆっくりと、鋭く硬い表面を撫なでて、エリザベートは続けた。

「先程の鴉を追いかければ、呪いの源に辿り着ける可能性が高い。発動前の呪いは呪じゆ術じゆつ師を殺害すれば、停止するからな………実に好都合な訪れであったと言えよう」

　そう、エリザベートは凶悪に嗤わらった。

　物騒な内容ではあるが、解呪方法が見つかったことに、櫂人は安あん堵どを覚えた。呪術師の下へ辿り着く道が見つかったのだ。

　殺さずとも解呪をさせることも可能かもしれない。

「──────お出かけになるのですね？」

「あぁ、そうなるな」

「お供します。槍斧ハルバードを取って参りますので、今しばらくお待ちください」

「フッ………再び、私の活躍の時が来てしまったのですな？」

「いや、流れで言ってるんだろうけどさ。『肉屋』は来なくていいからな？」

「なんでですかぁっ！　ここはそうだなと、力強く頷うなずく場面でしょうがぁっ！」

　櫂かい人との指摘に、『肉屋』はぴょんぴょんと飛び跳ねた。不満げに、彼は訴える。

　それに呆あきれながら、櫂人はいやいやと首を横に振った。

「どういう展開だよ。確かに、お前は意外と強いけど危ないだろうが。俺と違って、エリザベートの従者でもヒナの主人でも、この城の住人でもないわけだし」

「顧客と商人は家族同然でしょうがぁっ！」

「なにそれ怖い」

　思わず、櫂人は怯おびえた。彼の前で、『肉屋』は更に言い募る。

「それに、この『肉屋』を甘く見てはいけませんぞぉ、愚鈍な従者殿！　こう見えても、私は遥はるか遠き昔には、古いにしえの魔物達たちを相手に商品の流通経路を確保するため、歌劇ばりの壮大な戦いを繰り広げてきたのですからな！」

「うーん、嘘うそだって証明できないんだよなぁ」

「『第七章・虹の卵マナ・エツグを巡る死闘』！」

「語らなくていい」

　櫂人はそう話を遮った。『肉屋』はぴょんぴょんと更に飛び跳ねて抗議する。そうやって二人が言い合っていると、ヒナが槍斧を手に帰ってきた。

　凶悪な槍斧を携え、彼女は優雅な礼をする。

「ただ今帰りました、カイト様」

「あぁ、お帰り」

「うむ、全員が揃そろったな………それでは行くぞ！」

　エリザベートは頷いた。メイド服姿のまま、彼女は真まっ直すぐに茨いばらの中心を指差す。




「我らのどちらかにかけられた、このよくわからん呪のろいを解くとしよう！」




　甚はなはだ曖あい昧まいかつ、いまいち締まらない宣言だった。

　しかし、その場に集まった面々は───何な故ぜか、『肉屋』までもが───力強く頷いた。

　革靴の音も高らかに、エリザベートは茨の前に進み出る。その後ろで、櫂人は首を横に傾かしげた。彼は先程から続く疑問を投げる。

「なぁ、エリザベート………結局、鴉からすの持ち去った本はなんだったんだ？」

「うむ、あれはな」

「あれは」

　一時、ぴたりと彼女は足を止めた。大人しく、櫂かい人とはその返事を待つ。

　すぅっと息を吸い込み、エリザベートは実に堂々と応えた。




「秘密だ！」




　問答無用に言い放ち、彼女は茨いばらの冠の中へ飛び込んだ。

　どういうことだよと呆あきれながらも、櫂人はその後を追った。
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　乾いているが、不気味に淀よどんでもいる空気が、櫂人達たちの体に絡みついた。

　彼らの前には、深い森を背にして歪いびつな城が聳そびえている。高く、武骨な石壁の向こう側には───特徴的に捩よじれた───二つの塔を東西に備えた城郭が翼を広げていた。

　暮れたばかりの薄暗い空の下、簡素で堅けん牢ろうそうな外観には、蛇に似た影が幾千も絡みついている。

　黒い茨だ。それに全ての養分を奪われたせいか、背後の森は死んでいた。

　茨に覆おおわれた城の姿は、まるで蛇に捕食された巨大な獣だ。

　石造りの重厚な城は、無数の茨の中に閉じ込められている。




　実に悪夢めいていて、童話じみてもいる光景だった。

　忌いま々いましく、禍まが々まがしく、暗く、邪悪だ。




　不気味な城の様子を眺めながら、櫂人はエリザベートの隣に並んだ。未いまだ、彼には魔術の知識は少ない。それでも、この光景を前にしては、自然と悟らざるを得なかった。

（この城は呪のろいに絡め取られているんだ）

　緊張を高める彼の隣で、エリザベートは紅あかい目を細めた。

「………これは、一体どういうことか？」

「何が、だ？」

「たまには頭を働かせぬか、カイト。考えれば直すぐにわかることであろうが」

　彼女の言葉に、櫂人は首を傾かしげた。だが、彼にはその言葉の意味は理解できなかった。

　目の前の城の惨状は、確かに疑問に思えることだらけだ。だが、エリザベートが口にしたのは、そこについてではないらしい。

　しばらくして、彼女は更に眉まゆ根ねを寄せながら続けた。

「我らは、この城から来た人形に呪われたのだぞ。それなのに、どうだ、見てみよ」

　エリザベートは白い手を前に向けた。彼女は優雅に城を示す。

　そこに広がる不吉な光景を見て、櫂かい人とはやっと答えに至った。




「呪のろいの源が、何な故ぜか呪われているのだ」




　確かに、考えてみればおかしな話だった。櫂人達たちは人形を遣わした呪じゆ術じゆつ者の下へ来たはずだ。それなのに、何故、エリザベートとヒナを───正確にはどちらかを、だが───呪ってきたはずの相手が呪われているというのか。

　改めて、櫂人は疑問を口にしようとした。その時、ヒナが高く声をあげた。

「エリザベート様、アレを！」

　彼女は背後の森を指差した。見れば、朽ちてから長いだろう老木の枝に、先程の鴉からすが止まっていた。偽物めいた、黒く円つぶらな瞳で、鴉はじっと櫂人達を見つめている。

　──────カァッ！

　高らかに一声鳴き、鴉は本を持ち直して悠然と飛び立った。

　拷問器具を放てば、止めることができただろう。だが、あえて、エリザベートはそうしなかった。彼女の目の前で、鴉は滑空する。そのまま、黒い姿は格子の鎧よろい戸どがあげられたままの、城門の内側へ滑り込むように消えた。

「………どこかへ案内したいというのか？」

　エリザベートは低く囁ささやいた。

　両腕を組んで考え込むと、彼女は徐おもむろに歩き出した。
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　エリザベートの迷いない背中に、櫂人達も続いた。彼女は───現在は降ろされている、───跳ね上あげ橋を渡って行く。その後に続きながら、櫂人は下を眺めた。

　城の周りには、深い堀が設けられていた。既に中の水は涸かれている。だが、代わりのようにその底は茨いばらで埋め尽くされていた。

　まるで、針の罠わなだ。

　ゾッとしながらも、櫂人は近づく城門に視線を戻した。

（………鴉は、一体どこを通ったんだ？）

　格子戸は開かれている。だが、城の入り口は絡み合う茨で塞ふさがれていた。

　棘とげ達が重なり合い、黒い壁を成している。通れるような隙すき間まは見当たらない。疑問に思いながらも、櫂人はエリザベートの背中を追った。次の瞬間、蛇の軍勢が目覚めたかのように、茨はゆっくりと動き出した。

　獲物を発見したかのように、黒色が鎌かま首くびをもたげて獰どう猛もうにしなる。

　それに腹を貫かれる寸前、エリザベートは、今度は情け容赦なく指を鳴らした。

「『煮えた鉛の雨デス・レイン』」

　冷たい声が響いた。その温度とは真逆に、紅あかく煮え滾たぎった鉛の雨が、茨いばらに降り注ぐ。

　櫂かい人と達たちは慌てて後ろに下がった。実体を持った植物達は音を立てて焼かれた。蛇の死し骸がいのように、ソレは無残に石畳の上を転がる。冷めた鉛がその大部分を固く閉じ込めた。

　千切れた一部を摘つまみ、エリザベートはふむっと鼻を鳴らした。

「これは、元はただの薔ば薇らだな。魔力の影響を受け、変質させられた代物よ。故に、焼くことができるのだ………遠い昔、この城はさぞかし見事な薔薇に囲まれていたのであろうな。まぁ、今は見るも無残な有様だが」

　エリザベートの言葉に、櫂人は頷うなずいた。今や、城は生きた千の針に侵されている状態だ。かつての面影はどこにもない。

　茨の焼け爛ただれた入り口を、エリザベートは潜った。櫂人達も中へと入る。

　辺りを慎重に見回し、櫂人は呟つぶやいた。

「………誰もいないな」

　城内に人ひと気けはなかった。城主が贅ぜい沢たくを好まなかったのだろう。厳いかめしい鎧よろいが二体飾られている他は玄関ホールに飾りはない。ただ、石造りの寒々しい空間が広がっているのみだ。

　また、櫂人の予測に反して、骨の一本も転がってはいなかった。

　生者の姿に加えて、死体すらない。

　代わりのように、石畳の床を割って黒い茨が茂っていた。

　櫂人達が足を進めると、やはり、それは眠りから覚めたかのように頭をもたげた。鞭むちのように全体をしならせ、茨は襲いかかってくる。その鋭い突きは細剣の一撃も連想させた。

　瞬間、ヒナが前へ踏み込んだ。革ベルトに支えられた胸を危うく上下に揺らし、彼女は腰を中心に槍斧ハルバードを回転させた。

「─────フッ！」

　短く息を吐き、ヒナは周囲の茨を切り飛ばした。

　一方のエリザベートは闇やみと紅色の渦を生み、その中へ手を入れた。

「全く、鬱うつ陶とうしいことよなぁ」

　溜ため息いきと共に、彼女は『フランケンタールのエクスキユーシヨナーズソード・オブ・斬首用剣フランケンタール』を引き抜いた。勢いよく、エリザベートは刃を前に振り下ろす。その指示に従い、ジャラジャラと音を立てて鎖が伸びた。

　迫り来る黒色に、銀色が真正面からぶつかった。力押しで、鎖は茨を粉砕する。

　銀の蛇を操り、エリザベートは黒い蛇達を屠ほふった。

　その様は、まるで蛇の女王だ。

　まさに、『拷ごう問もん姫ひめ』にふさわしい様相と言える。

（今は『拷問姫』っていうよりも、『戦闘メイド』なんだけどな）

　エリザベートの格好を見て、櫂人はそう考えた。普段の高貴さとは一転して、エプロンドレスを翻ひるがえす彼女の姿からは可か憐れんさの方が多く感じ取れる。

　そんなエリザベートを眺めながら、『肉屋』はしみじみと囁ささやいた。

「いやはや、戦闘メイド、エリザベート様・爆誕といったところですなぁ」

「俺も思ったけどさ。それ絶対に本人の前では言うなよ」

　慌てて、櫂かい人とは『肉屋』にそう釘くぎを刺した。

　そんな二人の会話を知らないまま、エリザベートは不機嫌に腰に両手を当てた。

「えぇいっ、いい加減にせぬか！　攻撃自体は単調なわりに、量が多いときたものだっ！」

「これではなかなか進むことができませんね………あっ、エリザベート様、危ないです！」

「わぁっ」

「とうっ！」

　エリザベートの背中にそろそろと迫りつつあった茨いばらに、ヒナは易やす々やすと斧おのを振るった。幾本かが絡み合った太い根は、無情にもスパンと切断される。針の並んだ黒色が、再び床の上を無念そうに跳ねた。

　そこで、櫂人は眉まゆ根ねを寄せた。

「ん？　なぁ、そこ！」

「なんだ？　これは………隠し階段か？」

　彼の指差した場所を見て、エリザベートは怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

　大階段の丁度側面だった。傍そばには、幅広い緋ひ色いろの布の残ざん骸がいが落ちている。恐らく、元は旗か何かに塞ふさがれていたのだろう。そこに入り口が設けられていた。

　中を覗のぞいてみれば、また別の階段が伸びている。

　櫂人達たちは顔を見合わせた。

「………これは気になるな。見るからに、何かありそうだぞ」

「ですが、進むには暗いですね」

「ぱっぱらっぱっぱーん、なんとびっくり、袋からランタンが！」

『肉屋』が謎なぞの効果音と共に手を挙げた。そこには、袋から出したランタンが輝いている。

　なんで持ってたんだと、櫂人は目を細めた。彼の隣で、エリザベートは指を鳴らした。

「でかしたぞ、『肉屋』！　魔術の火を灯ともし続けるよりも効率がよい！」

「えっへっへー、世界一偉く賢く、愛らしい『肉屋』なんて、そんなことはー、褒めすぎですぞーっ！」

「………いや、誰もそこまでは言っておらぬ」

　エリザベートも半目になった。その前で、『肉屋』はえへへーっと照れる。

　ランタンの中に、ひらりと紅あかい花弁を一枚入れ、彼女は火を灯した。灯あかりを掲げたエリザベートを先頭に、櫂人達は階段を昇って行く。緩やかな螺ら旋せんを、彼らは上へ向かった。

　やがて、櫂人達は捩よじれた東の尖せん塔とう───最上階の部屋───へ辿たどり着ついた。
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　そこは狭い一室だった。窓の鎧よろい戸どは壊され、室内には薄く月光が射さし込こんでいる。壁際では黒布で覆おおわれた何かが、銀色に照らされていた。

　手を伸ばし、エリザベートはそれを掴つかんだ。腕を引き、彼女は勢いよく布を取り払う。埃ほこりが盛大に舞い上がった。直撃を受け、櫂かい人とは派手に咳せき込こんだ。

「ごほっ、げほっ、なっ、なんだ？」

　涙を拭ぬぐいながら、櫂人は前を見た。同時に、彼は息を呑のんだ。

　そこには白い人体が幾つも転がされていた。死体かと彼は身構える。だが、よく見ればそれは人造人間の素体だった。どうやら、エリザベートの城に来たものと同じ人形らしい。

「ふむ………これは」

　人形の腕を掴み、エリザベートは細部を点検した。

「………人形は自家製だな。術者独自の工夫が見られる」

　パッと白い手首を離すと、エリザベートはランタンを掲げた。橙だいだい色いろの灯あかりで、彼女は辺りを照らす。それに今までは見えなかった、部屋の各部が映し出された。

「壁には紋章。足元には魔法陣………調度品は上等。昔の貴族には、領地への魔獣の侵攻を防ぐため、魔術の心得がある者も多かったと聞くが………ここは、城の主あるじの部屋か？」

　エリザベートは紅あかい目を細めた。鋭い視線が、本棚の上で留まる。

　そこには背表紙の輝く、強力な魔術書達たちが並べられていた。隣に置かれた広い執務机の上には、色取り取りの鉱石や宝石、惜しげもなく金を使用した調合器具や計測器具が並べられている。それらには平等に、鼠ねずみ色の埃が厚く降り積もっていた。

　革靴を鳴らして、エリザベートは机に近寄った。音を立てて、彼女は埃を吹き払う。

『肉屋』と共に、再び直撃を食らった櫂人は咳き込んだ。

「げごっほ、ごべっほ」

「げっほ、ごっほ、ぐっへ、エリザベート、声をかけてがらにしでくれ」

「手掛かりになりそうなものは………これだな」

　櫂人の訴えを無視して、エリザベートは手を伸ばした。彼女は、机に置かれている革張りの書物を掴む。ひっくり返して、エリザベートは真紅の表紙と裏表紙を確認した。

　両面に金で刻まれた紋章をなぞり、彼女は後ろからページを開いた。

「………白紙だな」

　一度本を閉じ、彼女は表紙から捲めくり直なおした。櫂人はその後ろから中身を覗のぞき込こむ。

　線の細い、美しい文字が目に入った。中途半端に記述が途切れているところからしても、どうやらそれは魔術書の類たぐいではなく、私的な日記か何かのようだ。

　そのわりには、長い時の中でも劣化しないよう、加工を施されているのが奇妙だった。

　真剣な表情で、エリザベートは刻まれた一文を読み上げた。




「『これは哀れでおぞましい、私の受けた呪のろいに関する記録である』」




　薄うす闇やみに、張りのある声が響いた。櫂人は思わず息を呑んだ。

　辺りに沈黙が広がった。微かすかに緊張で張り詰めた空気の中、エリザベートは眉まゆ根ねを寄せ、ページを捲めくった。

「『願わくば、誰もこれを読むことのないように。残しておく必要などない記述だと、私自身の手で薪たきぎとすることが叶かなうように。どうか神と聖女の加護のあらんことを』」

　そこまで読むと、エリザベートはランタンを机の端に置いた。本格的に、彼女は記録書と向き合い始める。白い指で、エリザベートはページを捲った。




　一部だけが照らされた薄うす闇やみの中、彼女は淡々と文字を追っていく。

　そして、静かな部屋に御お伽とぎ噺ばなしじみた記録が紡がれた。
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「『私とサン・デルジュ候の仲を知った途端、まさかあの男が私を呪のろうとは、夢にも思わなかった。幽鬼討伐のためとはいえ、流れの黒魔術師を城へ招き入れるなどと、やはり正気の沙さ汰たではなかったのかもしれない』」




　古い古い御伽噺は、そうして始まった。

　それは恋と嫉しつ妬とと呪いの物語だった。




「『初めから、あの男は冷たい、蟲むしのような目をしていた。優秀な魔力を持つ代わりのごとく、人間味に欠けた振る舞いも目立った。そんな人物が、他でもない私に恋心を抱こうなどと、誰が予測をする？　もしも、その想おもいを事前に知っていれば、他にもやりようはあったのだろうか。だが、いくら後悔を重ねても、既に遅い』」

　途中から、文字は歪ゆがんだ。どうやら、書き手は震えていたらしい。

　自身を鼓舞するように強く刻まれた文を、エリザベートは淡々と読み上げた。

「『この呪いが解けなければ、私は百年の眠りに就くこととなる。［百年の眠り］とは呪いの効果を示した比喩だ。実際には、私は永遠に眠り続けることとなるのだろう。それだけは避けなければならない。私のためにも、候のためにも、皆のためにも』」

　白い指が、次のページを捲った。だが、特に読む必要はないと判断したのか、エリザベートは無言で先に進んだ。パラリ、パラリと乾いた音が響く。だが、ある一箇所で、エリザベートは再び手を止めた。

「………『解呪の方法を見つけた』」

　黒い茨いばらに覆おおわれた城に、その言葉は実に虚むなしく響いた。蜘く蛛もの巣が張り、埃ほこりの積もった無残な室内を、櫂かい人とは見回した。

（呪いは明らかに解けていない）

　一体、何があったのか。

　彼の疑問に、エリザベートが応えた。

「『サン・デルジュ候に協力を断られてしまった。あの男の報復が恐ろしいのだという』」

　呪のろいを解くには、どうやら恋人の力が必要だったらしい。だが、我が身可愛かわいさに、彼は協力を拒んだ。その事実に、櫂かい人とは眉を顰ひそめた。

　愛を語ったはずの者に対して、あまりにも残酷な仕打ちだ。

「『なんということか。候の私への想おもいはその程度だったのか。私は一体、今まで何に縋すがり、何を信じていたというのか。私は一体、なにを』」

　文字は激しく震え、乱れた。だが、次のページで、それは冷静さを取り戻した。

　後にはどこか乾いた、淡々とした記述が続いた。

「『最も早はや、望みはない。あの男の呪いは強力だ。邪悪な魔術は私を始点に、この城そのものを侵すことだろう。臣下は一人残らず逃がし、領地は弟へ贈ろう。皆、逃げよ。私はこの城と共に死んだのだ。そう、考えてくれればいい。私は思い知った。もう十分だ』」




　この世には愛などなかったのだ。

　もう、生きる価値もない。




　冷たく、乾いた声で、エリザベートは最後を締めくくった。だが、彼女の単調な読み方を通してすら、その一文に悲しみと絶望が滲にじんでいることは伝わってきた。

　再び、エリザベートは何枚かのページを捲めくった。だが、やはり続きはない。彼女は本を閉じかけた。だが、そこで、エリザベートは指を止め、隅に記された一文を読んだ。




「『人に渡そうとしたのに、マリアは頑かたくなに私の下に残るという。優しい子だ』」




　そこで、文章は完全に終わりを告げた。

　パタリと、エリザベートは本を閉じた。




　何かを考えるかのように、彼女は真剣な表情を浮かべた。

　ひどい話だと、櫂人は唇を噛かみ締しめた。裏切られた女性は世界に絶望したに違いない。だが、その感傷に興味はないと言うかのように、エリザベートは低い声で囁ささやいた。

「この城の主あるじは、横恋慕をしてきた魔術師に永遠の眠りに就くよう、嫉しつ妬とから呪いをかけられた。ここまではいい………だが、恐らく城の主の造った人形に、我らは同様の呪いをかけられた。どういうことだ？　いや………サン・デルジュ。聞き覚えがあるぞ」

　彼女には、何らかの心当たりがあるようだ。記憶を探るように、エリザベートはしばらく瞼まぶたを閉じた。やがて、彼女は目を開き、宣言した。

「───この城の主を探すぞ」

「この城の主？」

　鸚鵡おうむ返しに繰り返しながら、櫂人は眉を顰めた。

　御お伽とぎ噺ばなしにも似た裏切りの話は、百年以上前の出来事だ。呪のろわれた女性が、生きているはずがない。だが、エリザベートは静かに続けた。




「余の予測では、恐らく、その者は生きている」

　櫂かい人ととヒナ、『肉屋』は顔を見合わせた。そこに、エリザベートは残酷な推測を重ねた。




「死ぬことが、できてはおらぬのだ」
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　広い室内の床は、変色し、半なかば朽ちた毛足の長い絨じゆう毯たんに埋められていた。その上に、天てん蓋がいに覆おおわれた寝台が置かれている。他の家具や装飾品の類たぐいはなかった。寝台一つだけが一室の中央に納まっている様は、どこか祭壇めいてもいる。

　城内を彷徨さまよい歩き、櫂人達たちは比較的茨いばらの静かな二階でその部屋を見つけた。

　天蓋の───元は白かったであろう───幕は固く閉ざされている。そこにエリザベートはゆっくりと手を伸ばした。棺かん桶おけの蓋ふたを動かすような慎重さで、彼女は天蓋を割り開く。

　カサリと、乾いた蛹さなぎを潰つぶすような音が響いた。

　中に隠されていたものが、無残に露あらわになる。

　埃ほこりと蜘く蛛もの巣───誰が置いていったのかもわからない───造花に囲まれながら彼女は目を閉じていた。その肌は老いさらばえ、肉と脂が落ちている。頬ほおは痩やせこけ、瞼まぶたは内側に陥没していた。唇も縮んでいる。表皮からは腐敗臭ではなく、乾いた肉の匂いがした。

　既に、女性は僅わずかに肉片の残った骸がい骨こつと化していた。

　しかし、その姿を見つめるうちに、櫂人はふと恐ろしい事実に気がついた。

「生きている、のか？」

　紙のように脆もろくなったドレスの下で、彼女は微かすかに息をしていた。

　毒虫のように首元に這はう捩よじれた血管にも、確かに血が流れている。




　彼女は死んではいなかった。

　無理やり、女性は生かされているのだ。




「………なんと、ひどい」

「あぁ、本当にな」

　ヒナは口元を押さえた。櫂人は深く頷うなずいた。『肉屋』はただ顔を伏せる。

　歪いびつな眠り姫を前に、エリザベートは微かに溜ため息いきを吐ついた。

「やはり、な。【百年の眠り】は、不死の呪いでもある。眠り続けている間、城主は死ぬことを許されなかったのだ───そして、元から魔術を嗜たしなんでいた城主は、その苦しみと憎しみから、自身と城を満たす邪悪な魔力と同調するようになったのであろう」

「それで、人形を動かしたと？」

「あぁ、城主は遂ついに、自ら造りかけの人形を動かし、この城のどこかにあるであろう移動陣から、我らの下へ送ったのだ。そして、余達たちを呪のろった」

「しかし、なんで、エリザベートとヒナを？　お前達は無関係だろう」

「我らは無関係だ。だが、我が城は関係がある」

「どういうことだ？」

　櫂かい人とは尋ねた。溜ため息いきを重ね、エリザベートはその事実を告げた。

「サン・デルジュ候は、我が城の元所有者だ」

　エリザベートの言葉に、櫂人は瞠どう目もくしながらも納得した。

　これでようやく、『拷ごう問もん姫ひめ』と残酷な御お伽とぎ噺ばなしが繋つながったのだ。

「要よう塞さいめいた外観の通り、余の城はサン・デルジュ候の父の時代には実際に戦に使われていたという。だが、暮らすには不便なことと、己の領地が深刻な疫病に見舞われた際、教会の治療師に救われたことに対する感謝を込めて、デルジュ候は老年に城を寄進したそうだ。結果、ソレは巡り巡って、今、余の新しい棲すみ家かとなった」

　エリザベートはそう語った。櫂人はじっと眠る女性を眺める。

（呪いを放つ際、人形は『この城の主あるじはお前か』と尋ねてきた）

　造りかけの人形には、眼球がない。恐らく、人形は個人を識別する能力を有していないのだろう。それなのに、ただ城の主かどうかだけを確認したため、間違いが生じたのだ。

　自身を裏切った恋人に対して、彼女は憎悪を向けたつもりでいたのだろう。

（いや………人形は、サン・デルジュ候の名を呼ばなかった）

　もしかして、女性は既に彼の死亡を悟っていたのかもしれない。彼女は彼の血族を呪おうとしたのだ。自身を裏切った男の残した子の血筋そのものを、女性は憎んだ。

　百年よりも遠い昔、彼女は誰も巻き込むことなく、その憎悪と悲しみを己の胸の内に呑のみ込こんだ。

　それなのに、茨いばらに全身を取り巻かれる苦痛は女性を変えたのか。

（永遠に続く苦痛、か）

　そう声には出さずに、櫂人は呟つぶやいた。彼はそっと彼女の乾いた掌てのひらに触れる。

　櫂人は微かすかに目を伏せた。折らないようにほぼ骨と化した指を弱く握り、彼は考える。

（ずっと、助けてもらえないのは辛つらいよな）

　祈るように、櫂人が瞼まぶたを閉じかけた時だった。

　彼はびくっと体を震わせた。

「………えっ？」

　手が、握り返されたのだ。

　恐る恐る、櫂人は下を見る。黄ばんだ骨のような指が、彼の手を確かに握り返していた。

　櫂人が目を見開いた瞬間だった。女性の瞼が震え、持ち上げられた。眼球の委縮した虚うつろな穴が───何を見ようというのか───彼に向けられる。その唇が裂けながら動いた。

　音はしなかった。

　彼女の口内は乾ききり、舌は縮んでいる。

　それでも、その囁ささやきが、櫂かい人とには確かに聞こえた気がした。

　歪いびつな微笑ほほえみめいたものを湛たたえ、女性はねっとりと蜜みつの滲にじむ響きを紡ごうとしたのだ。




『やっと、来てくれたのね？』




　彼女は緩やかに上体を起こした。パサパサと音を立てて、その体を包むドレスが破れる。

　同時に、女性の周りが蠢うごめいた。種を植えられ、時を早回しにされたかのように、寝台の上を黒い茨いばらが這はい出だす。それは千の針を光らせながら、百の腕のように、櫂人を抱き締めようとした。その抱擁には温度も音もない。ただ静かだ。だが、同時に心臓まで絡め取ろうとするかのように、熱烈なものでもあった。

　思わず、櫂人が動くことを忘れた時だった。

「────カイト様っ！」

　瞬間、彼は執事服の襟えり元を掴つかまれ、誰かに激しく引き寄せられた。女性の枯れた指が、櫂人の手から離れる。そのまま、彼は背後から強く抱き締められた。

　櫂人は、自分の体に腕を回している相手の姿を見た。

「ヒナっ」

「間違えるな、哀れに思うが、この方はお前の薄情な想おもい人ではない」

　ほぼ骨と化した手から、ヒナは櫂人を奪い返すと強く抱き寄せた。

　正面から臆おくすることも退くこともなく、彼女は呪のろわれた女性と向き合う。

「この方はセナ・カイト様。誰にでも慈悲深く、優しい、私の愛いとしい御お方かただ。お前に渡すことはできない───手を触れないでもらおうか？」

　凛りんとした声は、恐らく女性には届かなかった。彼女の意識は目覚めることなく、未だ悪夢の中にある。だが、己がひどい拒絶に遭ったことはわかったのだろう。

　手を前に差し伸ばしたままの姿勢で、女性は動きを止めた。

　しばらくして、その手首はぽとりと、寝台の上に落ちた。

　座ったままの状態で、彼女は呆ぼう然ぜんと虚空を眺める。

　その醜みにくくも哀れな姿は、まるで世界の全てから見捨てられたかのようだった。

「………………ッ！」

　思わず、櫂人は手を伸ばしかけた。彼は再び、死体めいた哀れな腕に触れかける。だが、その寸前、『肉屋』とエリザベートが叫んだ。

「自殺志願ですかな、愚鈍な従者殿！」

「馬鹿め、来るぞ！」

　パカリと、女性は虚うつろな口を開いた。その奥へ、奥へ、空気が吸い込まれていく。

　天てん蓋がいを払い、エリザベートは外へ駆け出した。『肉屋』、ヒナ───彼女に再び襟えり元を掴つかまれた櫂人───がその後を追う。

　彼らの背後から、木管の吹き鳴らされるような音が響いた。




　おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ、おぉおおおおおおおおおおおおおおおっ

　それは人間が出せるとは思えない音だ。だが、櫂かい人とにはわかっていた。




（これは──────あの女性の絶叫だ）

　世の全てを呪のろう、怨うらみの声だった。





　　　　＊＊＊






「うわあああああああああああああああああああっ！」

「ほわあああああああああああああああああああっ！」




　櫂人と『肉屋』は───『肉屋』の方は特に間抜けな調子の───悲鳴をあげた。彼らの後ろからは、ドドドドドドドドドッと音を立てて、黒い茨いばらが猛然と迫りつつある。

　寝室から逃げ出して数秒後のことだった。後にした扉から一斉に茨が飛び出してきたのだ。最も早はや棘とげつきの壁かと問いたくなるほど密集したまま、彼らは高速で追いかけてくる。

　黒い波に呑のまれれば最後、全身を刻まれ、無残に死ぬこととなるだろう。

「うわあああああああああああああああああああああああああっ！」

「ほわあああああああああああああああああああああああああっ！」

「やかましいわ、お前らっ！」

　一部追いついてきた茨を、エリザベートとヒナは冷静に切り払った。だが、背後から迫りつつある塊かたまりの本体自体は減らない。忌いま々いましそうに、エリザベートは舌打ちした。

「えぇいっ、拷問器具で一掃したいところだが、この通路の狭さでは貴様らを巻き込みかねんかっ！　くっそ、城ごと潰つぶしてもよいか？」

「待ってくれ、エリザベート！　二択のどっちを取っても、もれなく俺達たちは死ぬ！　いや、ヒナと『肉屋』の回避能力の高さならわからないけれど、俺は死ぬ！」

「貴様の体は不死であろうが！　頑張って耐えよ！」

「限度があるわ！　他に方法を見つけてくれ！」

「ううむ、困りましたなぁ………私の活躍の場がなかなかありませんぞぉ」

「この状況で、お前まだそんなこと考えてたの？」

　そう、櫂人が叫んだ瞬間だった。背後から茨が迫っているというのに、『肉屋』は急停止した。何かと思った瞬間、彼は勢いよく斜め上へ飛び上がった。

「エリザベート様、床が！」

「むっ、なんだと？」

　一瞬前まで、『肉屋』がいた地点の石畳が爆散した。そこから黒い茨いばらが噴き出すように伸びてくる。直撃を避け、『肉屋』は器用にもぴたっと壁に貼はりついた。

　慌ててその場に足踏みしながら、櫂かい人とは短く声をあげた。

「っ、なっ！」

「一階の茨か！」

　エリザベートが叫んだ。前からは新たな黒色が迫り、後ろからは茨の壁が追いつきつつある。櫂人達たちは挟み撃ちにされたのだ。溜ため息いきを吐つき、エリザベートは紅あかい花弁と闇やみを操り、『拷問器具』を選択、召喚しようとした。その時だった。




　ある意味、挟撃よりも恐ろしい事態が発生した。

　石畳に奔はしった罅ひび割われが、耳障りな音と共に広がったのだ。




　櫂人の足元の床が崩落する。

「──────あっ、れ？」




　茨に割られた衝撃に、旧ふるい建物は耐え切れなかったらしい。そのまま為なす術すべもなく、彼は宙に投げ出された。後ろ向きに、櫂人の体はふわりと浮く。

　そこに、高い声が響いた。

「──────カイト様ッ！」

　身を捩よじり、ヒナは即座に床を蹴けった。何ら躊躇ためらうことなく、彼女は彼の後を追う。精一杯腕を伸ばし、ヒナは櫂人の服の裾すそを掴つかむと自身の胸の中に引き寄せた。

　降り注ぐ瓦が礫れきの中を、櫂人はヒナに庇かばわれながら落ちていく。何とか、彼は自分の方が盾になろうともがいた。だが、彼女の腕は解けない。長い長い時間、櫂人は落下したような気がした。だが、実際は一瞬の出来事だったのだろう。

　目の前に床が迫る。その時、軽い衝撃が額ひたいを掠かすめた。




　同時に、彼の視界は暗闇へと呑のみ込こまれた。
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（泣き声が、聞こえる）




　一人の子供が、泣いている。

　声をあげて、彼は理不尽な苦痛に泣き叫んでいた。




　誰も助けてくれないのに声を張り上げる様は、ひどく哀れで無様だ。

　櫂かい人とは知っていた。やがて、この子供は学習するのだ。

　涙を流しても無駄だ。救いはないのだと悟り、彼は苦痛を飲み干すようになる。それこそ針で刺されても、煙草たばこで焼かれても、ペンチで爪つめを剥はがされても、彼は反応を示さなくなるのだ。




　子供が報われるのは、死んでからだった。

　だが、その後、確かに彼は救われたのだ。




　彼は、瀬せ名な櫂人は。




　それならば、

　彼女は？




　闇やみの中、櫂人は独り考える。祈るように思う。

　きっと、全ての人間には─────────────




　そこで、櫂人は目を覚ました。

「………………………っ、うっ、」

　額ひたいが軽く痛んだ。何度か瞬まばたきをして、彼は自身の状態を把握した。

　直前の記憶はあった、確か、櫂人は女性の寝室のある二階から落下したのだ。だが、崩壊する瓦が礫れきの中に無防備に投げ出されたにも拘かかわらず、体に大きな痛みはなかった。

　それどころか、櫂人は冷たい床に接してすらいなかった。彼は何か、柔らかく、温かなものに支えられている。

　何かと視線を下に向け、櫂人は絶句した。

「ヒ、ヒナッ！」

「ご無事ですか、カイト様？」

　櫂人を抱き締めたまま、ヒナはそう微笑ほほえんだ。革ベルトで隠されただけの胸は、丁度、彼の上半身で潰つぶされている。その極上の柔らかさは大変に危うかった。だが、何よりもヒナをクッションにしてしまっていたことに驚き、櫂人は慌てて飛とび退のこうとした。

　首を横に振り、彼女は彼をぎゅっと抱き締めた。

　心からの安あん堵どを乗せた口調で、ヒナは囁ささやいた。

「よかった………目を覚まされて、本当にホッとしました。申し訳ありません。瓦礫の破片が額を掠かすめてしまったようで………私は着地の姿勢を取ることばかりに必死で、お守りすることが叶かないませんでした………もしも、カイト様が目覚めることがなければ、私は」

「………ヒナ」

　涙に潤んだ瞳を、ヒナは彼に向けた。心からの後悔が滲にじむ口調で、彼女は続ける。

「尊き御身に傷がつくことを許すなどと………誠に、誠に申し訳ございません」

「何を言ってるんだ、ヒナ。お前がいなかったら、俺はひどい怪け我がをしていたんだぞ？　本当にありがとうな。お前のおかげで助かった」

　櫂かい人とはそう告げた。ヒナは応えることなく、翠みどりの目を辛つらそうに伏せた。

　このままでは、彼女は言葉を聞いてはくれないだろう。

（うーん………どうしようかな）

　眉まゆ根ねを寄せて悩むと、櫂人は徐おもむろに手を伸ばした。イタズラをするように、彼はぐしゃぐしゃとヒナの頭を撫なでた。子犬と遊ぶように銀髪を搔かき乱し、櫂人はパッと手を離す。

　翠の瞳を瞬まばたかせ、彼女はきょとんと彼を見た。

「か、カイト様？」

「ほら、聞いてくれよ、ありがとうな」

　ヒナはパチパチと瞬きをした。その目を見て、彼は重ねて優しく告げた。

「ヒナ、こういう時は？」

「ど、どういたしまし、て？」

「うん、それでいい。ありがとうな、ヒナ………本当にありがとう」

　櫂人はそう言い、笑った。やっと、ヒナも蕩とろけるような微笑ほほえみを浮かべてくれる。それに安あん堵どし、彼も穏やかな表情で応えた。

　温かな空気が場を満たす。だが、我に返り、櫂人は再び体を動かした。

「で、でも放してくれ。俺がどかなきゃ、重いだろう？」

「そんなことは決してございません！　カイト様は、まるで羽根のように軽いです！」

「………その台詞せりふを、まさか俺に使われる日が来るとは思わなかった」

　衝撃を受けつつ、今度こそ、櫂人は床に降りた。ヒナの隣に座り、彼は辺りを見回す。

　前後には、暗く湿った廊下が延びていた。黴かびの匂いもする。隙すき間まのない石壁からは一切の光が入らない。だが、幸いなことに、壁際には魔術の照明が生きていた。

　氷のように冷えた空気は、一階のものとはまた違っている。

　頭上に開いた穴を見上げ、櫂人は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「………もしかして、俺達たちは地下まで落ちてきたのか？」

「えぇ、ここの茨いばらは全て二階へ向かったようです。私達への追撃がなかったのは助かりました………ですが、エリザベート様と『肉屋』さんが心配です」

「まぁ、大丈夫だろう。俺がいなければ、エリザベートは大技を使えるだろうし、『肉屋』は回避が上う手まいからな」

　茨ごときに、『拷ごう問もん姫ひめ』が負けるとは考えられなかった。それでは『肉屋』はどうかというと、なんだか死ぬ気がしないのだ。

　きっと二人共大丈夫だろうと───自分を安心させるためにも───櫂人は頷うなずいた。だが、彼は服の埃ほこりを払うと急いで立ち上がった。

「でも、早く合流はしないとな。まずは一階に昇るための階段を探そうか」

「そういたしましょう。少しだけ、お待ちくださいませ」

　ヒナも頷うなずき、立ち上がった。彼女は櫂かい人とから数歩離れると、床に落ちていた槍斧ハルバードを拾った。どうやら、彼を追う際に、咄とつ嗟さに穴の中へ蹴けり落としたようだ。

　その判断の的確さに、櫂人は感心した。

「流石さすが、ヒナだな。あの一瞬でよく思いついたな」

「そんな………私はカイト様の刃ですから。攻撃と防御方法の確保は当然のことです」

　槍斧を両手に掲げ、ヒナはもじもじと照れた。

　よし、と頷き合い、二人は慎重に歩き出した。




　薄うす闇やみに虚うつろな足音が反響する。

　そして櫂人とヒナは階段を探して、彷徨さまよい始めた。





　　　　＊＊＊






「………見つからないな」

「本当ですね」

　数十分後、櫂人達たちはまだあてどなく通路を彷徨っていた。

　思い返せばエリザベートの城も地下は迷路と化していた。あそこは彼女が散々弄いじった結果だろうが、基本構造自体は似たようなものだろう。双方共に───万が一の際の逃走経路でもあるためか───わざと複雑に造ってあるらしい。罠わながないだけまだマシといえた。

　櫂人よりもヒナの方が遥はるかに記憶力がいい。今も、彼女は脳内に地図を描き続けている。このまま彷徨い続ければ、いつかは出られるはずだ。だが、櫂人は焦りを覚えた。

（これは、まずいな）

　何せ、呪のろいの発動には、『明朝まで』という刻限があるのだ。それなのに、まだ解呪の糸口すら掴つかめていない。状況は甚はなはだ絶望的といえた。

（時間を浪費しすぎている。果たして間に合うのか）

「あの………カイト様」

　そこでヒナが口を開いた。焦りが伝わってしまったのかと、櫂人は慌てて表情を引き締めた。彼は彼女に顔を向ける。案の定、ヒナの表情は曇っていた。

「ど、どうしたんだ、ヒナ？」

「私とエリザベート様、どちらかが呪いを受けてから随分時間が経過してしまいましたね」

「あぁ、そうだな。でも大丈夫だ、まだ焦る必要はないさ」

　櫂人はわざと明るく応えた。だが、ヒナはその言葉に答えなかった。

　翠みどりの目を伏せ、彼女は沈んだ口調で続けた。

「私は機械人形であり、人間ではございません。ですが、この呪いは周りにも影響を及ぼすほど強力なものです。発動すればきっと私の歯車すらも止めてしまうことでしょう」

「………ヒナ」

「私に呪のろいが発動した場合………それは、気丈に見えて寂しがり屋のエリザベート様が眠りに就かれるよりも、きっとよいことだと思います………ですが、カイト様」

　そこで、ヒナは足を止めた。美しい瞳を潤ませ、彼女はじっと彼のことを見つめる。

　拒絶を恐れるかのように、ヒナは震える声で尋ねた。

「嘘うそでもいいのです。一つ、約束をして頂けませんか？」

「………何を約束すればいいんだ？」

「嘘でいいんです。むしろ嘘がいいのです。どうか、私と偽りの約束をなさってください。そうすれば、もしも呪いが発動しても、私は安心して眠りに就くことができますから」




　そうすれば、いつの日にか、誰もいない場所で目が覚めることがあっても平気です。

　そう、ヒナは気丈に微笑ほほえんだ。数秒躊躇ためらった後、彼女はその問いを舌に乗せた。




　偽りでもいいからと、約束を残してもらうために。




「私が【百年の眠り】に就いても、カイト様は待っていてくださいますか？」

「待つよ」

　一秒も間を開けることなく、櫂かい人とはそう応えた。返答の速さが予想外だったのだろう。ヒナは目を見開いた。彼女が何かを言うのを待たずに、櫂人は大おお股またで歩き出した。

　彼はヒナの手を取る。安心させるようにその掌てのひらをぎゅっと握って、櫂人は訴えた。

「俺はヒナを待つよ。嘘じゃない。実際にお前が目覚めるまで、この命が尽きるまで待ち続けるよ───いや、どうにかして、お前が起きるまで待ってみせるから」

「………カイト様」

「絶対に、お前を一人にさせるもんか。ヒナも、エリザベートも、俺にとっては大切な人だ。どちらも眠らせたりなんかしない。もしも眠りに就くことがあっても、俺が死ぬまでに必ずそれを解いてやるから！」

「そんな、私はそこまで過度な望みは」

「………だから、自分が眠るのがいいことだなんて言わないでくれ」

　櫂人はそう続けた。ぎゅっと、彼は手に力を込める。

　心からの気持ちを、櫂人はヒナに囁ささやいた。

「ヒナにそう言われると、俺は悲しいよ」

「………………そうですね、申し訳ありません」

　そっと、ヒナは瞼まぶたを閉じた。櫂人と握り合った手を、彼女はゆっくりと口元に運んだ。

「ヒナ？」

「私が間違っていました」

　掠かすれた声で囁ささやき、ヒナは櫂人の手の甲にキスをした。長い───まるで主あるじに忠誠と敬愛を誓う、騎士のような───口づけの末に、彼女はそっと唇を離した。




　そして、ヒナは花が綻ほころぶような微笑ほほえみを浮かべた。

「世界で一番大事で、愛いとしい貴方あなた様さまを一人にしてもいいなどと花嫁として失格でしたね」




　櫂かい人との手をそっと放すと、ヒナは肘ひじに槍斧ハルバードを挟み、パンパンッと自身の両りよう頬ほおを叩たたいた。よしっと拳こぶしを固め、彼女は気合いを入れ直す。

「私はこれからも、カイト様の永遠の恋人であり、伴はん侶りよであり、兵士であり、武器であり、愛あい玩がん具ぐであり、性具であり続けます！」

「うん。内容はアレだが、その意気だ！」

「そして、いつか、カイト様にあんなことやそんなことまでして頂きますね、よしっ！」

「いや、それは確約できないけど、うん。元気がでたならよかった、うん」

　視線を彷徨さまよわせつつも、櫂人が頷うなずいた。その時だった。暗い廊下に、二人の声以外の音が響いた。櫂人とヒナは表情を引き締め、道の先を睨にらんだ。

「………カイト様」

「あぁ、聞こえた」

　地下通路の奥から、何か乾いた音が聞こえてきたのだ。ヒナは槍斧を構え直し、素早く櫂人の前に立った。緊張の面持ちで、彼らはそれが近づいて来るのを待つ。

　やがて、二人の視界に黒い影が現れた。

「………お前は」

　それは魔術書を咥くわえた鴉からすだった。翼を羽ばたかせると、黒い姿は石畳の上に止まった。

　二人の前に、鴉はそっと魔術書を床に降ろした。人間達たちの動きを待つかのように、鴉はじっと黒い目を光らせる。櫂人はその場に片膝を着き、慎重に本へと手を伸ばした。だが、表紙に手が触れかけた瞬間、彼は何かの罠わなかと躊躇ためらった。

　─────カァッ！

　恐れる必要はないと言うように、鴉は鳴いた。

　思い切って、櫂人は本を掴つかんだ。彼はページを捲めくる。

　体内の翻訳機能を最大限に活用し、櫂人は魔術書を読み進めた。中には多くの呪のろいに関する文章が記されていた。その禍まが々まがしい内容に、彼は眩暈めまいを覚えた。

「………っ、これはあまり読めないな」

　一度本を閉じると、櫂人はエリザベートの読んでいたページに見当をつけ、開き直した。

　記されていた内容を理解すると、彼は目を見開き、頷いた。

「………なるほど、エリザベートはこれを隠したかったのか」

「いかがですか、カイト様？　そこには何が？」

「ヒナ、解呪方法がわかったぞ」

「本当ですか？」

「あぁ、説明は後だ。今は急いで、エリザベートと合流しないと」

　──────カァッ！

　櫂かい人との言葉を遮るように、再び鴉からすが鳴いた。櫂人は顔をあげる。

　彼が読み終わるのを待っていたかのように、鴉はふわりと宙に舞い上がった。後ろを気にするような素振りを見せながら、鴉は飛び始める。

　その様を目を細めて眺め、櫂人は囁ささやいた。

「─────案内したいのか？」

　──────カァッ！

　応えるように、鴉は鳴いた。櫂人とヒナは顔を見合わせる。

　そして、二人は導かれるようにして、鴉の後を追いかけ始めた。





　　　　＊＊＊






　優雅に滑空し、鴉は廊下を進んだ。やがて己の庭を回るかのように、鴉は易やす々やすと階段に辿たどり着つくと上へ向かった。櫂人とヒナはその後に続く。

　やっと、彼らは二階へ戻ることができた。同時に、遠くから謎なぞの咆ほう哮こうが聞こえてきた。

「カイト様っ！」

「あぁっ！」

　慌てて、二人は音のする方へ駆け寄った。




「ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　まず目に入ったのは、『肉屋』の奮闘する姿だった。




　ブンブンブンブンッと、彼は骨付き肉を振り回しまくっている。その目の前には、黒い茨いばらが群れていた。『肉屋』はべちべちと茨を殴りまくる。だが、植物相手に殴打の効果は薄いようだ。

　骨付き肉の打撃をものともせず、茨は肉に絡んだ。その表面に棘とげが食い込んでいく。

　しかし、『肉屋』は諦あきらめなかった。更に、彼は骨付き肉を振り回す速度をあげていく。

「まぁだまだぁあああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　食い込んだ茨が、ブチブチと千切れた。独こ楽まのように、『肉屋』は回転を始める。

　そのまま、彼は骨付き肉を放り投げた。開かれたままの窓から、ソレはキランッと飛んでいく。巻き込まれた茨も、一緒に尾を引いて空の彼方かなたへと消えた。

「ふふーんっ、他た愛あいもない！」

　目の前の茨の駆除に一時成功し、『肉屋』は満足げに両手を叩たたいた。だが、そこで彼は愕がく然ぜんと声をあげた。

「ハッ、しまった！　大事な商品を投げ捨ててしまいました！」

「アレ、売り物だったのか！」

　思わず、櫂かい人とは叫んだ。その声を聞いて、『肉屋』はぴょこんと飛び跳ねた。

　櫂人を振り向き、彼は高らかに声をあげた。

「おおっ、愚鈍な従者殿に麗うるわしきメイド殿！　ご無事でしたか！」

「あぁ、なんとかな！　心配をかけた」

「いえいえ、特に何の根拠もなく、愚鈍な従者殿は頑丈っぽいし大丈夫なんじゃないかなーと思っておりましたが、やはりご無事なようで！」

「予想以上に、心配されてなかった」

　そんなもんだよなと思いつつ、櫂人は半目になった。そこで彼はあることに気がついた。

　ここに、いるべき人がいないのだ。

「あ、れ？　エリザベートは？」

「エリザベート様ならば、別の道にお進みになりましたぞ！　呪のろいの本質と、再度対たい峙じなさると仰おつしやっていました！」

「あの寝室に戻ったのか？」

　──────カァッ！

『肉屋』の言葉に、急げというように鴉からすが鳴いた。

　空中を舞う艶つややかな黒色を見上げ、『肉屋』は首を傾かしげた。

「おや、なんですかな、その鶏肉は？」

「どう見ても肉じゃないだろうが！　鴉は食えないだろ！」

「普通に身を焼いて食べますぞ？」

「『肉屋』らしいが止やめてくれ！　今は急ぐぞ！」

　櫂人とヒナ、『肉屋』は鴉を連れて駆け出した。定期的に迫る茨いばらを、ヒナは槍斧ハルバードで切り落としていく。床に落ちた黒の残ざん骸がいを踏み、櫂人達たちは急いだ。

　やがて、彼らは異様な変へん貌ぼうを遂げた廊下に辿たどり着ついた。辺りには、炭化した茨がこびりついている。恐らく、エリザベートが拷問器具を発動させた跡だろう。

　灰を踏んで、櫂人達は寝室に飛び込んだ。

「エリザベートっ！」

「エリザベート様っ！」

　先程までと、部屋の様子は一変していた。

　天てん蓋がい付きの寝台だけが中央に置かれた室内は、どこか神聖な雰囲気を持っていたはずだ。だが、少し前までの重い静せい謐ひつさは、今や完全に破壊されている。黒く蠢うごめく茨に、壁と天井は隙すき間まなく覆おおわれてしまっていた。

　まるで、茨の茂みの中に部屋全体が呑のみ込こまれてしまったかのようだ。




　そこに、呪われた女性とエリザベートがいた。

　躯むくろにも似た女性の体は、宙に掲げられている。




　ズタズタに裂けた古いドレスごと、その細い体は茨いばらで縛られていた。棘とげに刺されても、乾いた肌からは最も早はや血すら流れない。

　何もかもを抱擁するように両腕を広げたまま、彼女は茨に吊つるされていた。

　その様は、まるで高貴な怪物だ。

　暗い眼孔で、女性は辺りを睥へい睨げいする。

　彼女の前には、『拷ごう問もん姫ひめ』が対たい峙じしていた。美しい異い貌ぼうを前に、メイド姿のエリザベートは小さく舌打ちする。

「燃やしても、傷つけても死なず、ただ眠り続けるだけの不死の呪のろいか………なんとも、厄介なものをかけられたな。貴様を楽にしてやることも、殺すことで呪いの発動を妨げるのも、また難しそ、う、ん？」

　そこで、エリザベートは後ろを振り向いた。紅あかい瞳が、櫂かい人と達たちを映す。

　あぁ、と、彼女は頷うなずいた。

「カイト、ヒナ、『肉屋』、無事だったか………うん？」

　──────カァッ！

　エリザベートは鴉からすの上───いつの間にか、『肉屋』の頭に止まっている───で視線を留めた。両翼を広げ、存在を誇示するかのように、鴉はもう一声鳴いた。

　ギギッとエリザベートはそこから視線を移動させた。妙に錆さびついた動きで、彼女は櫂人を見る。彼が持っているものに気づいた瞬間、エリザベートはぴょんっと跳び上がった。

「あ───────────────────っ、それは──────っ！」

「エリザベート、解呪の方法がわかったぞっ！」

　声を張り上げ、櫂人は腕の中の本を掲げた。

　その瞬間、呪われた女性と茨に、エリザベートはくるりと背を向けた。まるで、お前こそ敵だと言うように櫂人を睨にらみ、彼女は無む茶ちや苦く茶ちやに腕を振り回した。

「言うな──────ッ！　止やめんか──────ッ！」

「これにちゃんと書いてあるだろうが、読むぞ！」

「止めろと言っておる！」

　必死になって、エリザベートは櫂人を止めた。その背中に、茨が絡みつこうとする。しかし、彼女はフランケンタールのエクスキユーシヨナーズソード・オブ・斬首用剣フランケンタールから伸びる鎖で、器用にそれを打ち払った。

　その隙に、櫂人は本を読み上げた。

「『この呪いは、呪じゆ術じゆつの中でも、特に人の情念を糧として練られたものである。故に、曖あい昧まいな人の情と行動をこそ解呪の【鍵】とする。解呪には呪いを受けていない者が、一人につき一名、呪いからの解放を強く願う心を肉体的接触を通じて伝える必要がある。具体的には………』」

「わーっ！」

「エリザベート」

　更に、背後から迫る茨いばらを、エリザベートは八つ当たりのようにザッシュザッシュと切断した。その前で、櫂かい人とは大きく息を吸い込んだ。

　額ひたいを軽く押さえ、彼は呆あきれに呆れ返った様子で囁ささやいた。




「……………………………………………………………キスくらい大したことないだろう？」

「やかましいわボケェッ！」




　勢いよく、エリザベートは叫んだ。彼女はフランケンタールのエクスキユーシヨナーズソード・オブ・斬首用剣フランケンタールの先端で、櫂人を示す。飛んできた銀の鎖が、彼の頭上にドッカンッと着弾した。

　首を竦すくめる櫂人に向けて、彼女は不機嫌極まりない声で続けた。

「ヒナの胸には真っ赤になるくせに、キスくらい大したことないとは、何様だ貴様！　この童貞が！」

「童貞言うな！　知識だけならかなりあるわ！」

「何な故ぜそんなことを知っておるのだ、このスケベ！」

「いや………………見たくなかったし、知りたくなかったんだけどさ。前世的な周りの大人達たちの爛ただれたあれこれで」

「あっ、うん、悪かった。それに関しては、余がめっちゃ悪いこと言った」

　櫂人の言葉に察するところがあったのか、エリザベートはとても素直に謝った。

　二人は茶番じみたやり取りを交わす。その時、ヒナが緊迫した声をあげた。

「──────カイト様、エリザベート様っ！」

　櫂人達は振り向いた。そこで、彼らは思わぬ光景を目撃した。寝室の中央には歪いびつな眠り姫が───まるで磔たつ刑けいのごとく───両腕を広げ、掲げられている。彼女の背後の壁は黒い茨に覆おおわれていた。そこに窓があるのか、茨の隙すき間まから金色の光が漏れつつあるのだ。

　もうすぐ、朝になる。

　呪のろいを解除する方法は判明した。とにかく動き出そうとして、櫂人は愕がく然ぜんとした。

（えっ、ちょっと待て）




　そういえば櫂人は、実に重要なことを考え忘れていた。

（────どっちに口づければいいんだ？）




　二人のうち、呪われているのは一人だけ。

　しかし、それがどちらかはわからなかった。




　櫂人は本の記述を思い返した。

　解呪には呪いを受けていない者が、一人につき一名、呪いからの解放を強く願う心を肉体的接触を通じて伝える必要がある。

　深く相手を救いたいと願った者にしか、この呪のろいは解くことができない。

（恐らく、サン・デルジュ候は、その心がなかったことからも逃げたんだろう）

　心については、櫂かい人とは問題ない自負があった。だが、エリザベートはそこまで深く考えてはいなかったようだが、彼には一人しか呪いを解くことができないのだ。

　もしも間違えれば、どちらかが百年を越える眠りに就くことになる。




　選べるのは一人だけだ。

（どうすればいい、どっちを）




　フシャーッと怒りながら頬ほおを染めている、エリザベートか。

　不安そうに、しかし静かに瞳を潤ませている、ヒナか。




　メイドの姿をしている『拷ごう問もん姫ひめ』か。

『拷問姫』の姿をしている、メイドか。




（『名乗り』か、『真実』か）

　一体、どちらが正解なのか。




　櫂人は目の前の光景を見つめた。エリザベートとヒナを、そして屍しかばねのように痩やせ細った女性の姿を目に映し、彼はぎゅっと瞼まぶたを閉じた。混乱の最さ中なか、櫂人は───現状には本来無関係なはずの───少し前に考えたことを思い返した。




（かつて、一人の子供が泣いていた）

　声をあげて、彼は理不尽な苦痛に泣き叫んだ。




　誰も助けてくれないのに声を張り上げる様は、ひどく哀れで無様だった。やがて、子供は学習した。涙を流しても無駄だ。救いはないのだと悟り、彼は苦痛を飲み干すようになった。それこそ針で刺されても、煙草たばこで焼かれても、ペンチで爪つめを剥はがされても、彼は反応を示さなくなったのだ。




　子供は死んでから報われた。

　その後、確かに彼は───瀬せ名な櫂人は───救われたのだ。




（それならば─────）

　彼女は？




　決意の表情で、櫂かい人とは目を開いた。

（あぁ、────────決まった）




　密集した茨いばらの隙すき間まから、金の光が溢あふれ出した。

　朝が迫る中、櫂人は運命の選択をした。




　彼は彼女を選び、前に出た。




　呪のろいをかけられた女性に、櫂人は恋人のような口づけを贈った。





　　　　＊＊＊






　金の光の中、長く二人の唇は重なった。

　櫂人の手は───茨の棘とげにズタズタに裂かれながらも───彼女の腰に回されている。やがて、彼はそっと女性から離れた。

　彼女は罅ひび割われた唇を震わせた。その虚うつろな口の奥から、何かの音が漏れる。

　女性に向けて、櫂人はとても優しく囁ささやいた。

「もう、誰かを呪う必要はないんだ」

　かつて、瀬せ名な櫂人は絶え間ない苦痛の中にいた。そこから、彼は救われた。だからこそ、闇やみの中で櫂人は考えたのだ。

（きっと、全ての人間には、救われる権利があるはずだ）

　故に、彼には真心から、女性を救いたいと願うことができた。

「………貴方あなたはこれで、眠りから解放されるから」

　そう、櫂人は囁いた。女性は震える手を伸ばす。

　まるで恋人にするかのように、骸がい骨こつに似た醜みにくい腕が伸ばされた。櫂人はそれを拒まなかった。目が見えない分、触覚で確認しようとするかのように、女性は彼の頬ほおに触れた。

　何度も、何度も彼女は櫂人の頬を撫なでた。

　まるで、せめてもの感謝を伝えようとするかのように。

　やがて、その指先はサラリと灰になった。泣き出す寸前のように、その頬も崩れていく。

　死ねなかった女性は、静かに灰に変わった。彼の腕の中には、まるで忘れ形見のように古びたドレスだけが残される。




　朝日に包まれた部屋に、もう、彼女の姿はなかった。




「………これで終わった、のですかな？」

『肉屋』が囁ささやいた。その時、彼の頭上で鴉からすが羽ばたいた。金の光の中、鴉は乾いた羽音を立てて、灰の上に着地した。鴉はじっと櫂かい人とを見る。

　その無言の要求を察し、櫂人はそっとボロボロのドレスを女性の遺灰に被かぶせた。

　──────カァッ！

　次の瞬間、鴉は櫂人に深々とお辞儀をした。それから、鴉はドレスに包まれようとするかのように、その身を投げ出した。ゆっくりと、鴉は疲れ切ったかのような息を吐く。

　その羽が崩れ始めた。

　驚きよう愕がくする櫂人達たちの前で、黒色が壊れていく。エリザベートは小さく囁いた。

「もしや、お前の体は………この城の主あるじの魔力で編まれていたのか？」

　──────カァッ！

　半分ほど崩れながら、鴉は応えた。櫂人は驚愕した。主の死により、その体を構成していた魔力を失った結果、鴉も灰になっていく。鴉の行動は全て主の下へ櫂人達を導くためのものだった。自身の死を承知の上で、鴉は主が救われることを望んだとでもいうのか。

（なんで、そこまでして）

　ふと、櫂人はある記述を思い出した。それは女性が記録書の端に書き残した一文だ。




「『人に渡そうとしたのに、マリアは頑かたくなに私の下に残るという。優しい子だ』」




「─────マリア？」

　─────カァッ！




　櫂人の呼びかけに、鴉は応えた。

　眠り姫の下に、ただ一羽、この鴉は百年を越えて残ったのだ。




　そして、黒い鴉は───優しい使い魔は────灰に変わった。




　次の瞬間、城を覆おおう茨いばらも崩れた。黒くろ薔ば薇らの花弁が一斉に城内を舞う。だが、それは瞬時に消滅した。魔術師の呪のろいも、姫の呪いも消えていく。

　しかし、彼女と鴉の灰だけは、石畳の上に残り続けた。




　人と鴉の灰の混ざった小さな山は、ドレスに飾られている。

　布が二つの遺灰を抱き締めた様は、まるで墓のようにも見えた。





　　　　＊＊＊






「やれやれ、全くもって、ひどい目に遭ったわ」

　猫脚の椅い子すの上で、エリザベートは類たぐいまれなる美脚を振った。その上半身は食卓の上でべちゃりと潰つぶれている。特に頬ほおは平らになっていた。

　大変に行儀の悪い行動だが、今はそれを指摘することなく、ヒナも頷うなずいた。櫂かい人とも全くだと賛同を示す。




　無事、三人は自分達たちの城に戻ってきていた。




　エリザベートの前には本日の料理───トリッパの香味野菜煮込み、裏ごしされたジャガイモのスープ、魚介類のマリネに葡ぶ萄どうのタルト─────が平らげられた後の皿が並べられている。

　空腹を満たし、とりあえずは満足しているらしいエリザベートの前で、ヒナは自らの頬に手を当て、しみじみと囁ささやいた。

「カイト様の素晴らしき慈愛に触れ、ヒナは更に歯車の心臓を震わせることができました。貴重な機会だったと思います。しかし、一時は本当にどうなってしまうことかと」

「呪のろいが無事に解けてよかったよなぁ」

　櫂人とヒナはそう言い合った。だが、そこでヒナは顔をぽっと紅あかく染めた。

　両頬に手を添えて、彼女はもじもじとしだす。

「でも、………あの、解呪の方法ですが」

「あっはい」

「カイト様の唇が別の女性に触れた瞬間は、卒倒しそうになりました。ですが、あれこそ最善の選択肢だったと思います。カイト様の神のごとき深い愛にこのヒナ、文句をつけるような女ではございません。ですが………あの、もしも、カイト様にキスをして頂けたのなら、私はもう死んでもいいほどの至上の幸福に包まれたでしょうし、今からでも遅くはないものと………」

「ふんっ、余はごめんよ！　たとえ、解呪のためであろうとも、何な故ぜ、こ奴やつとキスなぞせねばならんのか！」

　ヒナの言葉を聞き、エリザベートはふんすっと鼻を鳴らした。

　不機嫌な猫じみた姿を眺めながら、櫂人はぽつりと呟つぶやいた。

「………なぁ、エリザベート、俺としたくないのは別にいいんだが」

「で、どうした？」

「人を童貞童貞言うわりに、その反応ってお前、もしかして処」

「残酷に殺すぞ」

「なんでもございません」

　従者らしく、櫂人は姿勢を正した。

　彼の前で、エリザベートは再びゴロゴロし始める。妄想をしながら、ヒナはキャッキャうふふと身を捩よじった。よく見れば、その唇の端からは涎よだれまで垂れている。




　平和そのものの二人の様子を眺めながら、櫂かい人とは半なかば呆あきれて問いかけた。

「………で、なんで、お前達たちの格好は入れ替わったままなんだ？」




　櫂人の言葉に、エリザベートとヒナは顔を見合わせた。

　困ったと、彼女達は鏡合わせの動きで首を横に傾かしげた。

「なんでと」

「言われてものう」

　そう、二人の服装は未いまだ交換されたままだった。

　エリザベートはメイド服を、ヒナはボンデージドレスを着ている。おかげさまで、櫂人の目の前では、普段通りなようで、少し違う光景が繰り広げられ続けていた。

　少し考えた後、二人はいやぁっと語り出した。

「実は、エリザベート様のドレスは腕が動かしやすくてですね」

「この服は暖かくてな。慣れればなかなかに悪くないぞ」

「普段のドレス、やっぱり寒かったのか」

「うむ、日頃は魔術で何とかしておるのだ」

　櫂人のツッコミに、エリザベートはそう頷うなずいた。彼女はメイド服姿で頬ほお杖づえを突き、ヒナはボンデージドレス姿でにこにこと微笑ほほえむ。

　どこまでもほのぼのとした様子で、二人は続けた。

「なんだか、このままでもいい気がしてきましたよねぇ」

「あぁ、そうよなぁ」

「いやちょっと待ってくれ、ソレは嫌だ」

　このままだと、なんだかまたろくでもないことになる気がするのだ。

　早く戻ってくれと、櫂人は頼んだ。えーっと、女性陣二人は声をあげる。

「別にいいではないか、ドケチー」

「ケチとかそういう問題じゃありません！」

「カイト様のいけず！」

「それもちょっと違わないか？」

「ふふふふ～ん、今日も明日も可愛かわいい『肉屋』～」

　大騒ぎの中、謎なぞの歌を紡ぎながら、『肉屋』が袋を担いでやってくる。




　こうして、城の日常は、まぁなんとか元に戻ったと言える感じになった。

　そうして、彼らは───歪いびつかつ物騒に───今日もほのぼのと過ごすのだった。





　　　　＊＊＊






　背後を古き森に囲まれた、遠き茨いばらの城の中。

　光射さし込こむ一室に、灰が降り積もっている。




　黒と混ざった鼠ねずみ色は、まるで小さな墓のように重なったまま動かない。

　そして、そこには誰が置いて行ったのか、一輪の造花が手向けられていた。


ＥＮＤ







あとがき




　こんにちは、綾あや里さとけいしです。

「異世界拷ごう問もん姫ひめ三巻アニメイト限定セット」お買い求め頂き、誠にありがとうございます。恐悦至極、感謝感激です。




　こうして、三巻にも特典をつけて頂けるとは予想していなかったので感無量です。何分、本編は過酷な戦いが続いておりますので、櫂かい人と達たちの日常を書ける機会を頂けてとても嬉うれしく思いました。昔から、私は話の陰惨な面とキャラクター達の明るい面、両方とも書くのが好きなので、セットでお読み頂ければ幸いに思います。

　今回は、二巻の特典ＳＳの時に書いたネタ「エリザベートとヒナの衣装と立場交換」を、イラストつきで見たくなったので、そちらを膨らませつつ、ＳＳに書いたネタは除いて、お話にしました。ちなみに、ＳＳの方は今回の外伝とはまた別ルートの内容になっていますので、先に該当箇所をご覧になっていると、少しだけ楽しいかもしれません。

　エリザベートのメイド服、ヒナのボンデージドレス姿が見れて、私は大変に眼福でした。また、こうして日常をお見せする機会があるかどうかはわかりませんが、できれば四巻以降も気にかけて頂ければ幸いです。




　何卒よろしくお願い申し上げます。




　それでは、本編の方でも恒例の御礼コーナーに移りたいと思います。

　素敵な二人を描き下ろしてくださいました、鵜う飼かい沙さ樹き先生にお礼を。素晴らしいイラストを本当にありがとうございました。また、三巻も限定セットをご用意くださいましたアニメイト様、出版関係者様、編集のＯ様、重ね重ねお礼を申し上げます。

　そして、こうして櫂人達の日常もお読みくださった読者の皆様に、重ねて感謝を。本当にありがとうございました！




　それでは、またお会いできることを願って！

　これにて失礼します。
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